
年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ Ｄ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

○ 8

○ ○ 9○

○ ○ ○

○

２
学
期

定期考査

★内容や構成、論理の展開などについ

て叙述を基に的確に捉え、要旨や要点

を把握する。

★文章や図表に含まれている情報を的

確に読み取り、筆者の意図を解釈し、

自己の考えを深める。　

★実社会の中から適切な話題を決　　

　　

め、様々な観点から情報を収集、

整理して、伝え合う内容を検討す

ること。

★文章の精読を通して多角的な視点と

豊かな心を育む。

「物語の哲学」　　野家啓一

など

　

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

　発表

○プリントまたはレポートの提出。

○他科目との合同授業

○ ○

３
学
期

○ ○

○ ○

後半

★内容や構成、論理の展開などについ

て叙述を基に的確に捉え、要旨や要点

を把握する。

★文章の精読を通して多角的な視点と

豊かな心を育む。

★常用漢字の習得

「文化帝国主義をめぐって」

　　　　　　　　　吉見俊哉

「リベラリズムのゆくえ」

　　　　　　　　　河野哲也

など

○ ○ ○

　

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

　発表

○プリントまたはレポートの提出。

○他科目との合同授業

○ ○

○

前半

★内容や構成、論理の展開などについ

て叙述を基に的確に捉え、要旨や要点

を把握する。

★話し合いの目的、種類、状況に応じ

て、表現や話し合いの仕方や結論の出

し方工夫すること。　

★常用漢字の習得

「ｸﾚｵｰﾙと日本文化」

　　　　　　　　　イ・ヨンスク

「伝統と寛容」

　　　　　　　　　村上陽一郎

など

○ ○ ○

　

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出

　宿題の提出。

　小テストの実施。

　発表

○ ○

13

2

○ 15

15

2

定期考査 ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○

○

　

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

　発表

○ ○

思 態
配当
時数

１
学
期

前半

★近代の小説を読み、文体の特徴や表

現の独自性を理解し、作中の人物の心

情を読み取り、自らの生き方を考える

契機にできる。

★文章の精読を通して多角的な視点と

豊かな心を育む。

★常用漢字の習得

「舞姫」森　鷗外

○便覧・端末の活用
○ ○ ○

　

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

○プリントまたはレポートの提出。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 13

後半

★内容や構成、論理の展開などについ

て叙述を基に的確に捉え、要旨や要点

を把握する。

★実社会の中から適切な話題を決　　

　　

め、様々な観点から情報を収集、

整理して、伝え合う内容を検討す

ること。

「『舞姫』他有化と身体」

　　　　　　　　　吉田凞生

「無常ということ」

　　　　　　　　　小林秀雄

など

○ ○

文学国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

文学的作品や評論文を読むにあたっての国語の
知識や技能を身につけ、我が国の言語文化に対
して興味関心を持ち、理解を深めることができ
る。

文学的作品や評論文を読むにあたって、深く共
感したり豊かに想像したりする力や論理的に考
える力をつけ、自分の思いや考えを広げたり深
めたりすることができる。

言葉がもつ価値への認識を深める。生涯にわた
って読書に親しむ姿勢をもち、我が国の文化の
担い手として、言葉を通して他者や社会に関わ
ろうとする態度をもつ。

『文学国語』筑摩書房

国語

【 知　識　及　び　技　能 】文学的作品や評論文を読むにあたってこの国語の知識や技能を身に付け、他者や社会に興味関心を持つ。

「書くこと」「読むこと」を通して、共感したり想像したり、また論理的に考える力を伸ばしていく。

言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、国際社会に関わろうとする態度を養う。

国語 文学国語
国語 文学国語 2



定期考査

合計

○

78

○ ○ 1○ ○



年間授業計画　

高等学校令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ Ｄ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

合計

117

配当
時数

態

Ａ★様々な時代の文化を理解する

　★受験対応

　★和歌を理解する

　★識別・敬語の復習

『源氏物語』など

私大過去問

センター予想問題

○便覧・端末の活用
22

○ ○ ○

○ ○ ○

14

24

Ａ★古典の世界を探究する

　★受験個別対応

　

  

様々な文章に触れる

○ ○

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

○プリントまたはレポートの提出。

2

2

20

20

○

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

○プリントまたはレポートの提出。

○ ○

3

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

○プリントまたはレポートの提出。
○ ○ ○

領域
評価規準 知

国語

３
学
期

○

○

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

○プリントまたはレポートの提出。

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

○プリントまたはレポートの提出。

○

定期考査

【学びに向かう力、人間性等】

○

○ ○

○

古典がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって我が国の文化の担い手である教養
人として、言葉を通して他者や国際社会に関わ
ろうとする態度を養う。

古典探求(古文)

生涯にわたり必要な国語・古典の知識や技能を
身につけるとともに、我が国の古典を主体的に
読み、理解を深めることができるようにする。
受験に対応する力。

１
学
期

Ａ★古典の世界を探究する

　★『源氏物語』から当時の人の

　　人生を読む。

　★敬語・助詞の復習

  

『大鏡』

『源氏物語』

など

○便覧・端末の活用

『大鏡』

『源氏物語』

など

○便覧・端末の活用

○

○

○

２
学
期

○○

Ａ★様々な時代の文化を理解する

　★受験対応

　★和歌を理解する

　★識別・敬語の復習

『源氏物語』など

私大過去問

センター予想問題

○便覧・端末の活用

○

○

○

○

Ａ★古典の世界を探究する

　★『源氏物語』から当時の人の

　　人生を読む。

　★敬語・助詞の復習

  

○ ○

定期考査

12

定期考査 ○ ○ 1

Ａ★古典の世界を探究する

　★受験個別対応

　

  

様々な文章に触れる

○ ○ ○

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

○プリントまたはレポートの提出。

○

古典探求(古文)

○ ○

○ ○

古典作品において、論理的に考える力や深く共
感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、自
分の思いや考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。受験に対応する力。

『古典探究』大修館書店

国語

考察力・共感力・想像力を伸ばし、自らの思いを他者に的確に発信する能力を育てる。

国際的視野をもち、自国文化の担い手として社会に関わろうとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたり必要な国語の知識や技能を習得する。

国語 古典探求(古文)



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

合計

78

2

★過去の入試問題演習を通して、実

践的な文章読解力を鍛えると共に、

重要単語、重要句形等の漢文知識の

総復習を行う。

★個別添削指導を通して、記述解答

能力を高める。

○応用、発展

　　入試問題演習

　　「センター試験」

　　「共通テスト」

　　「国公立二次試験」等

〇『漢文必携』の活用

後半

★小説を読み、構成や表現の特色を

ふまえながら背景にある社会の姿や

人生観を捉える力を養う。

★適宜、重要単語の意味や重要句形

の用法を確認し、漢文知識の総復習

を行う。

○小説

　『太平広記』

　『離魂記』等

〇『漢文必携』の活用

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○○

　定期考査

　小テスト

　ワークシート

　発問

13

13

○

　定期考査

　小テスト

　ワークシート

　発問
○ ○

国語 漢文探究 2

　定期考査

　小テスト

　ワークシート

　発問 ○ ○

生涯にわたり必要な国語・古典の知識や技能を
身につけるとともに、我が国の古典を主体的に
読み、理解を深めることができるようにする。
受験に対応する力を養う。

古典作品において、論理的に考える力や深く共
感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、自
分の思いや考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。受験に対応する力を養う。

『精選古典探究（漢文編）』東京書籍

国語

考察力・共感力・想像力を伸ばし、自らの思いを他者に的確に発信する能力を育てる。

国際的視野をもち、自国文化の担い手として社会に関わろうとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標
配当
時数

指導項目・内容

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたり必要な国語の知識や技能を習得する。

○

領域

漢文探究国語

【学びに向かう力、人間性等】

評価規準 知 態

○

○

定期考査

思

○

定期考査

定期考査

後半

★『荘子』『論語』の文章を読み解

き、各々の思想の特色、世界観を理

解する力を養う。

★適宜、重要単語の意味や重要句形

の用法を確認し、漢文知識の総復習

を行う。

○

○ ○

○

古典がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって我が国の文化の担い手である教養
人として、言葉を通して他者や国際社会に関わ
ろうとする態度を養う。

漢文探究

○ ○ ○ ○

１
学
期

前半

★『史記』の「韓信伝」、「荊軻　

　　　　伝」等を計画的に読み進め

、作者の論理やものの見方、主題を

読解する力を養う。

★適宜、重要単語の意味や重要句形

の用法を確認し、漢文知識の総復習

○史伝

　『史記』

　　「韓信伝」

　　「荊軻伝」等

○『漢文必携』の活用

○思想

　『荘子』

　『論語』等

〇『漢文必携』の活用

○

○

○

２
学
期

○○

前半

★漢詩を読み、情景や心情を思い浮

かべながら鑑賞する力を養う。

★対句や押韻等の修辞法を学ぶ。

★適宜、重要単語の意味や重要句形

の用法を確認し、漢文知識の総復習

を行う。

３
学
期

○ ○

○唐詩

　『唐詩選』

　『唐詩三百首』等

〇『漢文必携』の活用

○

○

○

30

18

　ワークシート

  発問

　

○ ○

○

2

　定期考査

　小テスト

　ワークシート

　発問

○



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

発展国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

文学的作品や評論文を読むにあたっての国語の
知識や技能を身につけ、我が国の言語文化に対
して興味関心を持ち、理解を深めることができ
る。受験に対応する力を養う。

文学的作品や評論文を読むにあたって、深く共
感したり豊かに想像したりする力や論理的に考
える力をつけ、自分の思いや考えを広げたり深
めたりすることができる。受験に対応する力を
養う。

言葉がもつ価値への認識を深める。生涯にわた
って読書に親しむ姿勢をもち、我が国の文化の
担い手として、言葉を通して他者や社会に関わ
ろうとする態度を身につける。

『現代の国語』筑摩書房

国語

【 知　識　及　び　技　能 】文学的作品や評論文を読むにあたってこの国語の知識や技能を身に付け、他者や社会に興味関心を持つ。

「書くこと」「読むこと」を通して、共感したり想像したり、また論理的に考える力を伸ばしていく。

言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、国際社会に関わろうとする態度を養う。

国語 発展国語
国語 発展国語 2

思 態
配当
時数

１
学
期

前半

★多彩な文章を通して、評論の視点

、展開、要旨を読解する力を養う。

★古今の名作を通して、小説ならで

はの表現の特色に留意しながら読解

鑑賞する力を養う。

○様々な文章を読む

　『新国語問題集アシスト22集』

　『ちくま評論選』

○『新国語総合ガイド』

　　　　　　（国語便覧）の活用

○ ○ ○

　定期考査

　小テスト

　ワークシート

　発問

　プリントまたはレポートの提出

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 13

後半

★多彩な文章を通して、評論の視点

、展開、要旨を読解する力を養う。

★古今の名作を通して、小説ならで

はの表現の特色に留意しながら読解

鑑賞する力を養う。

13

2

○

○

2

定期考査 ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○

　定期考査

　小テスト

　ワークシート

　発問

　プリントまたはレポートの提出
○

30

○ ○

前半

★評論の構成、展開の読解を通して

、要旨を的確に把握し記述解答に活

用する力を高める。

★小説の構成、展開の読解を通して

、主題を的確に把握し記述解答に活

○様々な文章を読む

　『新国語問題集アシスト22集』

　『ちくま評論選』

○入試問題演習

○『新国語総合ガイド』

○ ○ ○

　定期考査

　小テスト

　ワークシート

　発問

　プリントまたはレポートの提出

○ ○

○様々な文章を読む

　『新国語問題集アシスト22集』

　『ちくま評論選』

○『新国語総合ガイド』

　　　　　　（国語便覧）の活用

○ ○

後半

★評論の構成、展開の読解を通して

、要旨を的確に把握し記述解答に活

用する力を高める。

★小説の構成、展開の読解を通して

、主題を的確に把握し記述解答に活

用する力を高める。

○様々な文章を読む

　『新国語問題集アシスト22集』

　『ちくま評論選』

○入試問題演習

○『新国語総合ガイド』

　　　　　　（国語便覧）の活用

○ ○ ○

　定期考査

　小テスト

　ワークシート

　発問

　プリントまたはレポートの提出 ○ ○

２
学
期

定期考査

★抽象度の高い文章、または図や資

料とともに論じられた文章の読解を

通して、論理的かつ多面的に思考す

る力を鍛える。

★評論、小説の読解を発展させ、

自己の考えとして論理的に表現する

力を養う。

★個別添削指導を通して、記述解答

能力を高める。

○様々な文章を読む

　『新国語問題集アシスト22集』

　『ちくま評論選』

○入試問題演習

○『新国語総合ガイド』

　　　　　　（国語便覧）の活用

　ワークシート

　発問

　プリントまたはレポートの提出

○ ○

３
学
期

○ ○

○

○ ○○

○ ○ ○

○

18



78

定期考査

合計



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ C 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

歴史に関する理解を深め、諸資料から歴史に関
する情報を読み取り、活用する能力を身につけ
る。

歴史に関わる諸事象について、世界とその中の
日本を広く相互的な視野から捉えて、諸課題を
考察する歴史的思考力を培う。

世界史探究（東京書籍）

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、多面的・多角的に考察し、社会課題の解決に
向けて構想し、表現、議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

世界史演習Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

地理歴史 世界史演習Ⅰ 4

〇 〇 27

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

○16世紀から17世紀にかけてヨーロ

ッパにあらわれた新しい国家にはど

のような特徴があったのか，また，

その形成にはどのような要因が働い

ていたのかなどについて理解する。

主権国家体制の形成と地球規模で

の交易の拡大

【知識・技能】

・宗教改革とヨーロッパ諸国の抗争，大西洋

三角貿易の展開，科学革命と啓蒙思想などを

基に，主権国家体制の形成と地球規模での交

易の拡大を構造的に理解している。　

【思考・判断・表現】　

・ヨーロッパ諸地域の動向に関わる諸事象の

背景や原因，結果や影響，事象相互の関連，

諸地域相互のつながりなどに着目し，主題を

設定し，諸資料を比較したり関連づけたりし

て読み解き，宗教改革の意義，大西洋両岸諸

地域の経済的連関の特徴，主権国家の特徴と

経済活動との関連，ヨーロッパ社会や文化の

特色などを多面的・多角的に考察し，表現し

ている。

【主体的に学習に取り組む態度】

・「主権国家体制の形成と地球規模での交易

の拡大」の内容に対して，見通しをもって学

〇

〇

〇 〇 1

〇

27

○産業革命で先行したイギリスが19

世紀半ばに自由貿易体制を推進した

のに対し，後発のヨーロッパ諸国は

どのように対応したのか，また，ヨ

ーロッパ発の工業化の波はアジア諸

国に何をもたらしたのかについて理

解する。

世界市場の形成とアジア諸国の変

容

【知識・技能】

・国際的な分業体制と労働力の移動，イギリ

スを中心とした自由貿易体制，アジア諸国の

植民地化と諸改革などを基に，世界市場の形

成とアジア諸国の変容を構造的に理解してい

る。　

【思考・判断・表現】　

・世界市場の形成とアジア諸国の動向に関わ

る諸事象の背景や原因，結果や影響，事象相

互の関連，諸地域相互のつながりなどに着目

し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連

づけたりして読み解き，労働力の移動を促す

要因，イギリスの覇権の特徴，アジア諸国の

変容の地域的な特徴などを多面的・多角的に

考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

・「世界市場の形成とアジア諸国の変容」の

内容に対して，見通しをもって学習に取り組

〇２
学
期

定期テスト

国民国家と近代社会の形成 【知識・技能】

・産業革命と環大西洋革命，自由主義とナシ

ョナリズム，南北戦争の展開などを基に，国

民国家と近代民主主義社会の形成を構造的に

理解している。　

【思考・判断・表現】　

・大西洋両岸諸地域の動向に関わる諸事象の

背景や原因，結果や影響，事象相互の関連，

諸地域相互のつながりなどに着目し，主題を

設定し，諸資料を比較したり関連づけたりし

て読み解き，産業革命や環大西洋革命の意味

や意義，自由主義とナショナリズムの特徴，

南北アメリカ大陸の変容などを多面的・多角

的に考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

・「国民国家と近代社会の形成」の内容に対

して，見通しをもって学習に取り組もうとし定期テスト

○18世紀半ばから19世紀半ばにかけ

て，欧米で産業革命や，国民が政治

の主体となる国家を建設しようとす

る動きが広がったのはなぜか，また

，このような変革は，現代までどの

ような影響を与えているのかについ

て理解する。

定期テスト１
学
期

〇 〇 1

世界史演習Ⅰ

〇 31〇

現代世界の地域的特徴と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につける。

広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に
主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の
形成に貢献できる資質と能力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史

〇 〇

1

〇



３
学
期

○アジア諸国が自国の危機をどのよ

うに認識し，欧米列強と対峙しなが

らいかに改革をすすめたのか，また

，欧米列強はなぜアジアやアフリカ

などに進出しようとしたのかについ

て理解する。

アジア・アフリカ諸国の統治再編

と世界分割の進行

○第一次世界大戦は，なぜ「世界大

戦」とよばれ，それまでの戦争とど

のような点において異なるのか，そ

して，それぞれの地域において戦争

の経験はどのような意味をもったの

かなどについて理解する。

第一次世界大戦の展開と諸地域の

変容

【知識・技能】

・第一次世界大戦とロシア革命，ヴェルサイ

ユ・ワシントン体制の形成，アメリカ合衆国

の台頭，アジア・アフリカの動向とナショナ

リズムなどを基に，第一次世界大戦の展開と

諸地域の変容を構造的に理解している。　

【思考・判断・表現】　

・第一次世界大戦と大戦後の諸地域の動向に

関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，事

象相互の関連，諸地域相互のつながりなどに

着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり

関連づけたりして読み解き，第一次世界大戦

後の国際協調主義の性格，アメリカ合衆国の

台頭の要因，アジア・アフリカのナショナリ

ズムの性格などを多面的・多角的に考察し，

表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

・「第一次世界大戦の展開と諸地域の変容」

の内容に対して，見通しをもって学習に取り

２
学
期

【知識・技能】

・第二次産業革命と帝国主義諸国の抗争，ア

ジア諸国の変革などを基に，世界分割の進展

とナショナリズムの高まりを構造的に理解し

ている。　

【思考・判断・表現】　

・列強の対外進出とアジア・アフリカの動向

に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，

事象相互の関連，諸地域相互のつながりなど

に着目し，主題を設定し，諸資料を比較した

り関連づけたりして読み解き，世界経済の構

造的な変化，列強の帝国主義政策の共通点と

相違点，アジア諸国のナショナリズムの特徴

などを多面的・多角的に考察し，表現してい

る。

【主体的に学習に取り組む態度】

・「アジア・アフリカ諸国の統治再編と世界

分割の進行」の内容に対して，見通しをもっ定期テスト 〇 〇

〇 〇 〇

36

合計

156

〇 〇

1

〇 31



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ C 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

世界史演習Ⅱ地理歴史
地理歴史 世界史演習Ⅱ 2

〇

現代世界の地域的特徴と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につける。

広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に
主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の
形成に貢献できる資質と能力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

歴史に関する理解を深め、諸資料から歴史に関
する情報を読み取り、活用する能力を身につけ
る。

歴史に関わる諸事象について、世界とその中の
日本を広く相互的な視野から捉えて、諸課題を
考察する歴史的思考力を培う。

世界史探究（東京書籍）

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、多面的・多角的に考察し、社会課題の解決に
向けて構想し、表現、議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

世界史演習Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

国際協調体制の動揺と第二次世界

大戦

【知識・技能】

・世界恐慌とファシズムの動向，ヴェルサイ

ユ・ワシントン体制の動揺などを基に国際関

係の緊張と対立を構造的に理解している。　

【思考・判断・表現】　

・世界恐慌と国際協調体制の動揺に関わる諸

事象の背景や原因，結果や影響，事象相互の

関連，諸地域相互のつながりなどに着目し，

主題を設定し，諸資料を比較したり関連づけ

たりして読み解き，世界恐慌に対する諸国家

の対応策の共通点と相違点，ファシズムの特

徴，第二次世界大戦に向かう国際関係の変化

の要因などを多面的・多角的に考察し，表現

している。

【主体的に学習に取り組む態度】

・「国際協調体制の動揺と第二次世界大戦」

〇 〇 〇

14

配当
時数

14

〇 16

冷戦の世界化と国際制度 【知識・技能】

・集団安全保障と冷戦の展開，アジア・アフ

リカ諸国の独立と地域連携の動き，平和共存

と多極化の進展，先進国の経済成長と南北問

題，原子力の利用などを基に，紛争解決の取

り組みと課題，格差の是正の取り組みと課題

，知識基盤社会の展開と課題を理解している

。　

【思考・判断・表現】　

・国際機構の形成と紛争，国際競争の展開と

経済格差，科学技術の高度化と知識基盤社会

に関わる諸事象の歴史的背景や原因，結果や

影響，事象相互の関連，諸地域相互のつなが

りなどに着目し，主題を設定し，諸資料を比

較したり関連づけたりして読み解き，国際連

盟と国際連合との共通点と相違点，先進国に

よる経済援助や経済の成長が見られた地域の

特徴，第二次世界大戦後の科学技術の高度化

と政治・経済・社会の変化との関連性などを

多面的・多角的に考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

・「冷戦の世界化と国際制度」の内容に対し

て，見通しをもって学習に取り組もうとして

いる。

〇 〇

第二次世界大戦と戦後の東アジア 【知識・技能】

・第二次世界大戦の展開と大戦後の国際秩序

，冷戦とアジア諸国の独立の始まりなどを基

に，第二次世界大戦の展開と諸地域の変容を

構造的に理解している。　

【思考・判断・表現】　

・第二次世界大戦と大戦後の諸地域の動向に

関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，事

象相互の関連，諸地域相互のつながりなどに

着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり

関連づけたりして読み解き，第二次世界大戦

中の連合国による戦後構想と大戦後の国際秩

序との関連，アジア諸国の独立の地域的な特

徴を多面的・多角的に考察し，表現している

。

【主体的に学習に取り組む態度】

・「第二次世界大戦と戦後の東アジア」の内

〇 〇

２
学
期

○冷戦のもとで，世界の平和はどの

ように模索されたのか，また，冷戦

は世界に広がるなかで，それぞれの

地域でどのような意味をもったのか

について理解する。

１
学
期

○世界恐慌は，経済や政治をどのよ

うに変化させたのか，また，そのな

かで台頭したファシズム国家によっ

てひきおこされた第二次世界大戦の

推移は，戦後の国際秩序の再編にど

のような影響を与えたのかについて

理解する。

単元の具体的な指導目標

○第二次世界大戦中のアジアの戦後

構想と実際のアジアの戦後は，どの

ような点が連続し，あるいは異なっ

ていたのかについて理解する。



18

合計

78

21世紀の地球的課題と人類社会 【知識・技能】

・地域紛争の頻発，経済のグローバル化，原

子力の利用や宇宙探査などの科学技術，医療

技術・バイオテクノロジーと生命倫理，人工

知能と労働の在り方の変容，情報通信技術の

発達と知識の普及などを基に，紛争解決の取

り組みと課題，格差の是正の取り組みと課題

，知識基盤社会の展開と課題を理解している

。　

【思考・判断・表現】　

・国際機構の形成と紛争，国際競争の展開と

経済格差，科学技術の高度化と知識基盤社会

に関わる諸事象の歴史的背景や原因，結果や

影響，事象相互の関連，諸地域相互のつなが

りなどに着目し，主題を設定し，諸資料を比

較したり関連づけたりして読み解き，紛争と

経済や社会の変化との関連性，経済格差と政

治や社会の変化との関連性，現代の科学技術

や文化の歴史的な特色，第二次世界大戦後の

科学技術の高度化と政治・経済・社会の変化

との関連性などを多面的・多角的に考察し，

表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

・「21世紀の地球的課題と人類社会」の内容

〇 〇 〇

冷戦の変容・終結と経済のグロー

バル化

【知識・技能】

・冷戦の変容・終結と地域紛争の頻発，アメ

リカ合衆国の覇権の動揺，資源ナショナリズ

ムの動きと産業構造の転換，アジア・ラテン

アメリカ諸国の経済成長と南南問題，経済の

グローバル化，原子力の利用などを基に，紛

争解決の取り組みと課題，格差の是正の取り

組みと課題，知識基盤社会の展開と課題を理

解している。　

【思考・判断・表現】　

・国際機構の形成と紛争，国際競争の展開と

経済格差，科学技術の高度化と知識基盤社会

に関わる諸事象の歴史的背景や原因，結果や

影響，事象相互の関連，諸地域相互のつなが

りなどに着目し，主題を設定し，諸資料を比

較したり関連づけたりして読み解き，冷戦下

の紛争解決と冷戦後の紛争解決との共通点と

相違点，紛争と経済や社会の変化との関連性

，諸地域間の経済格差や各国内の経済格差の

特徴，経済格差と政治や社会の変化との関連

性，科学技術の高度化と政治・経済・社会の

変化との関連性などを多面的・多角的に考察

し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

〇 〇 〇 16
２
学
期

○21世紀に入り，地球上ではどのよ

うな問題が生じ，人類社会はどのよ

うな課題に直面し，それを克服しよ

うとしているのかについて，これま

での歴史をふまえ，その課題に取り

組む当事者として考える。

３
学
期

○冷戦の変容にともない，アメリカ

合衆国の経済覇権はどのように動揺

したのか，また，その後に生じた経

済のグローバル化は何を契機におこ

り，世界経済をどのようにかえてい

ったのかについて理解する。



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

地理歴史 日本史演習Ⅰ
地理歴史 日本史演習Ⅰ 4

日本史演習Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条
件や世界の歴史と関連づけながら総合的にとらえて理解
しているとともに、諸資料から我が国の歴史に関する様
々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につ
ける。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義などを、
時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつなが
りなどに着目して、歴史にみられる課題を把握し解決を
視野に入れて考察、構想したことを説明したり、議論し
たりする力を養う。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい
社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態
度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を
通して、他国や他国の文化を尊重することの大切さにつ
いての自覚などを深める。

詳説　日本史　日本史探究（山川出版社）

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】
現代世界の地域的特徴と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身につける。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、多面的・多角的に考察し、社会課題の解決に向けて構想し、表現
、議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】

・欧米諸国の進出によるアジア諸国の変化

について諸資料から適切に情報を読み取り

、江戸幕府が対外政策を転換して開国に至

る経緯などを理解している。

・諸資料から読み取れる地域社会の変化に

着目して、議会開設に至る過程を理解して

いる。

【思考力、判断力、表現力等】　

・日本が直面していた国内外における諸課

題を踏まえ、多面的・多角的に考察し、表

現している。

・国内体制を欧米の水準に合わせることが

改革の前提にあったことを踏まえ、多面的

・多角的に考察し、表現している。

【学びに向かう力、人間性等】

・日本の開国に関わる諸事象を国際的な視

点から考察し、主体的に追究しようとして

いる。

・明治維新や文明開化の風潮が展開する中

第10章　幕藩体制の動揺

３　幕府の衰退と近代への道

第11章　近世から近代へ

１　開国と幕末の動乱

２　幕府の滅亡と新政府の発足

歴史資料と近代・現代の展望

・五箇条の誓文と国是

・貿易の変遷からみる日本の近代・現代

第12章　近代国家の成立

１　明治維新と富国強兵

２　立憲国家の成立

第13章　近代国家の展開

１　日清・日露戦争と国際関係

【知識及び技能】

・欧米諸国の進出によるアジア諸国の変化について諸

資料から適切に情報を読み取り、江戸幕府が対外政策

を転換して開国に至る経緯などを理解している。

・諸資料から読み取れる地域社会の変化に着目して、

自由民権運動の展開や大日本帝国憲法の制定と議会開

設に至る過程を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　

・日本が直面していた国内外における諸課題を踏まえ

、政治や経済などの諸側面の変化などを多面的・多角

的に考察し、表現している。

・国内体制を欧米の水準に合わせることが改革の前提

にあったことを踏まえ、社会構造の変化や地方自治の

展開について多面的・多角的に考察し、表現している

。

【学びに向かう力、人間性等】

・日本の開国に関わる諸事象を国際的な視点から考察

し、開国のもたらす政治的・経済的・社会的影響につ

いて主体的に追究しようとしている。

・明治維新や文明開化の風潮が展開する中で生じた様

○ ○ ○ 25

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1
【知識及び技能】

・第一次世界大戦後の中国・朝鮮における

民族運動の高揚に着目し、国内で様々な社

会運動が起こった背景と政党政治の成立に

ついて理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　

・産業全般の変化がもたらされたことや、

労働問題や公害問題の発生について多面的

・多角的に考察し、表現している。

【学びに向かう力、人間性等】

・対外戦争がもたらした変化を踏まえて学

習を振り返るとともに、次の学習へのつな

第13章　近代国家の展開

２　第一次世界大戦と日本

３　ワシントン体制

第14章　近代の産業と生活

１　近代産業の発展

２　近代文化の発達

【知識及び技能】

・ヴェルサイユ体制からワシントン体制に至る経過や

中国・朝鮮における民族運動の高揚に着目し、国内で

様々な社会運動が起こった背景と政党政治の成立につ

いて理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　

・地域社会の変化などを踏まえて産業全般の変化がも

たらされたことや、労働問題や公害問題の発生につい

て多面的・多角的に考察し、表現している。

【学びに向かう力、人間性等】

・対外戦争がもたらした国内的・国際的な変化を踏ま

えて学習を振り返るとともに、次の学習へのつながり

○ ○ ○ 29

○ 〇

定期考査 ○ ○ ○

○ ○ 〇

〇 1

1

1

２
学
期

【知識及び技能】

・諸資料から情報を読み取り、恐慌と国際

関係について理解している。

・戦後の諸改革の内容と日本国憲法の制定

に関わる諸資料を読み取り、占領政策と諸

改革について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　

・諸事象を相互に関連づけて多面的・多角

的に考察し、表現している。

・戦後の諸改革について、多面的・多角的

に考察し、表現している。

【学びに向かう力、人間性等】

・戦争に至る過程や日本政府の対応を考察

することを通じて、主体的に課題を追究し

ようとしている。

・占領期における諸改革が生み出した成果

と課題について、主体的に追究しようとし

ている。

第14章　近代の産業と生活

３　市民生活の変容と大衆文化

第15章　恐慌と第二次世界大戦

１　恐慌の時代

２　軍部の台頭

３　第二次世界大戦

第16章　占領下の日本

１　占領と改革

２　冷戦の開始と講和

【知識及び技能】

・国際社会やアジア近隣諸国との関係に着目して、恐

慌と政府の対応などに関わる諸資料から情報を読み取

り、恐慌と国際関係について理解している。

・第二次大戦前後の政治や社会の類似と相違などに着

目して、戦後の諸改革の内容と日本国憲法の制定に関

わる諸資料を読み取り、占領政策と諸改革について理

解している。

【思考力、判断力、表現力等】　

・対外政策、国内での軍部の政治的進出などの諸事象

を相互に関連づけて多面的・多角的に考察し、表現し

ている。

・連合国の対日占領政策について、多面的・多角的に

考察し、表現している。

【学びに向かう力、人間性等】

・第二次世界大戦期の国際関係について主体的に課題

を追究しようとしている。

・現代の日本との関係性を踏まえながら、占領期にお

ける諸改革が生み出した成果と課題について、主体的

○ ○ ○ 29

定期考査

定期考査 ○ ○ 〇

33

定期考査 ○ 1

【知識及び技能】

・諸資料から情報を読み取り、外交・政治

・経済を踏まえて理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　

・様々な社会問題の発生について多面的・

多角的に考察している。

【学びに向かう力、人間性等】

・国内的・国際的な日本の変化を踏まえて

学習を振り返り、次の学習へのつながりを

見出そうとしている。

第17章　高度成長の時代

１　55年体制

２　経済復興から高度経済成長へ

【知識及び技能】

・国内政治について諸資料から情報を読み取り、外交

・政治・経済を踏まえて理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　

・日本の経済復興や高度成長を国際関係から関連づけ

て、その結果を表現している。

【学びに向かう力、人間性等】

・高度経済成長がもたらした国内的・国際的な日本の

変化を踏まえて学習している。

○ ○ ○

合計
156

〇 35
３
学
期

【知識及び技能】

・各時代のの特色を示す適切な歴史資料を

基に，資料から歴史に関わる情報を収集し

，読

み取る技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】　

　・歴史資料の特性を踏まえ，資料を通し

て読み取れる情報から，原始・古代の特色

について多面的・多角的に考察し，仮説を

表現している。

【学びに向かう力、人間性等】

各時代の地域・日本と世界について，より

よい社会の実現を視野に課題を主体的に探

歴史資料と各時代の展望

大学入試問題演習

【知識及び技能】

・各時代のの特色を示す適切な歴史資料を基に，資料

から歴史に関わる情報を収集し，読み取る技能を身に

付けている。

【思考力、判断力、表現力等】　

　・歴史資料の特性を踏まえ，資料を通して読み取れ

る情報から，原始・古代の特色について多面的・多角

的に考察し，仮説を表現している。

【学びに向かう力、人間性等】

各時代の地域・日本と世界について，よりよい社会の

実現を視野に課題を主体的に探究しようとしている。 

〇 〇

定期考査 ○ ○



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

地理歴史 日本史演習Ⅱ
地理歴史 日本史演習Ⅱ 2

日本史演習Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件
や世界の歴史と関連づけながら総合的にとらえて理解して
いるとともに、諸資料から我が国の歴史に関する様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につける。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義などを、時
期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりな
どに着目して、歴史にみられる課題を把握し解決を視野に
入れて考察、構想したことを説明したり、議論したりする
力を養う。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社
会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を
養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して
、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自
覚などを深める。

詳説　日本史　日本史探究（山川出版社）

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】
現代世界の地域的特徴と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身につける。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、多面的・多角的に考察し、社会課題の解決に向けて構想し、表現、議
論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】

　武家政権の成立と展開，産業の発達，宗

教や文化の展開などを基に，武家政権の伸

張，社会や文化の特色を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　

　公武関係の変化，宋・元（モンゴル帝国

）などユーラシアとの交流と経済や文化へ

の影響などに着目して，主題を設定し，中

世の国家・社会の展開について，事象の意

味や意義，関係性などを多面的・多角的に

考察し，歴史に関わる諸事象の解釈や歴史

の画期などを根拠を示して表現している。

【学びに向かう力、人間性等】

　中世の日本と世界について，よりよい社

会の実現を視野に課題を主体的に追究しよ

うとしている。

第７章　武家社会の成長

　３　室町文化

　４　戦国大名の登場

【知識及び技能】

　武家政権の成立と展開，産業の発達，宗教や文化の

展開などを基に，武家政権の伸張，社会や文化の特色

を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　

　公武関係の変化，宋・元（モンゴル帝国）などユー

ラシアとの交流と経済や文化への影響などに着目して

，主題を設定し，中世の国家・社会の展開について，

事象の意味や意義，関係性などを多面的・多角的に考

察し，歴史に関わる諸事象の解釈や歴史の画期などを

根拠を示して表現している。

【学びに向かう力、人間性等】

　中世の日本と世界について，よりよい社会の実現を

視野に課題を主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1
【知識及び技能】

　武家政権の成立と展開，産業の発達，宗

教や文化の展開などを基に，武家政権の伸

張，社会や文化の特色を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　

　公武関係の変化，宋・元（モンゴル帝国

）などユーラシアとの交流と経済や文化へ

の影響などに着目して，主題を設定し，中

世の国家・社会の展開について，事象の意

味や意義，関係性などを多面的・多角的に

考察し，歴史に関わる諸事象の解釈や歴史

の画期などを根拠を示して表現している。

【学びに向かう力、人間性等】

　中世の日本と世界について，よりよい社

会の実現を視野に課題を主体的に追究しよ

うとしている。

第８章　近世の幕開け

　１　織豊文化

　２　桃山文化

【知識及び技能】

　武家政権の成立と展開，産業の発達，宗教や文化の

展開などを基に，武家政権の伸張，社会や文化の特色

を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　

　公武関係の変化，宋・元（モンゴル帝国）などユー

ラシアとの交流と経済や文化への影響などに着目して

，主題を設定し，中世の国家・社会の展開について，

事象の意味や意義，関係性などを多面的・多角的に考

察し，歴史に関わる諸事象の解釈や歴史の画期などを

根拠を示して表現している。

【学びに向かう力、人間性等】

　中世の日本と世界について，よりよい社会の実現を

視野に課題を主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 14

定期考査 ○ ○ 〇

○ ○ 〇 1

1

２
学
期

【知識及び技能】

　近世の特色を示す適切な歴史資料を基に

，資料から歴史に関わる情報を収集し，読

み取る技能を身に付けている。 

【思考力、判断力、表現力等】　

　歴史資料の特性を踏まえ，資料を通して

読み取れる情報から，近世の特色について

多面的・多角的に考察し，仮説を表現して

いる。

【学びに向かう力、人間性等】

　近世の日本と世界について，よりよい社

会の実現を視野に課題を主体的に追究しよ

うとしている。

第９章　幕藩体制の成立と展開

　１　幕藩体制の成立

　２　幕藩社会の構造

　３　幕政の安定

　４　経済の発展

　５　元禄文化

【知識及び技能】

　近世の特色を示す適切な歴史資料を基に，資料から

歴史に関わる情報を収集し，読み取る技能を身に付け

ている。 

【思考力、判断力、表現力等】　

　歴史資料の特性を踏まえ，資料を通して読み取れる

情報から，近世の特色について多面的・多角的に考察

し，仮説を表現している。

【学びに向かう力、人間性等】

　近世の日本と世界について，よりよい社会の実現を

視野に課題を主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 15

定期考査

定期考査 ○ ○ 〇

15

定期考査 ○ ○ 〇 1

【知識及び技能】

　近世の特色を示す適切な歴史資料を基に

，資料から歴史に関わる情報を収集し，読

み取る技能を身に付けている。 

【思考力、判断力、表現力等】　

　歴史資料の特性を踏まえ，資料を通して

読み取れる情報から，近世の特色について

多面的・多角的に考察し，仮説を表現して

いる。

【学びに向かう力、人間性等】

　近世の日本と世界について，よりよい社

会の実現を視野に課題を主体的に追究しよ

第１０章　幕藩体制の動揺

　１　幕政の改革　

　２　宝暦・天明期の文化

　３　幕府の衰退と近代への道

　４　化政文化

【知識及び技能】

　近世の特色を示す適切な歴史資料を基に，資料から

歴史に関わる情報を収集し，読み取る技能を身に付け

ている。 

【思考力、判断力、表現力等】　

　歴史資料の特性を踏まえ，資料を通して読み取れる

情報から，近世の特色について多面的・多角的に考察

し，仮説を表現している。

【学びに向かう力、人間性等】

　近世の日本と世界について，よりよい社会の実現を

視野に課題を主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○

合計
78

〇 18
３
学
期

総合的な演習 総合的な演習 大学共通テストに対応した問題演習を通して、多面的

・多角的な考察をし、我が国の歴史の展開に関わる諸

事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主

体的に探究することができる。また、多面的・多角的

な考察や深い理解ができる。
〇 〇



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

第3部　現代世界におけるこれから

の日本の国土像

第1章　持続可能な日本の国土像の

探究

【知識及び技能】

これからの日本の国土像の探究をも

とに，我が国が抱える地理的な諸課

・将来の国土の在り方

・持続可能な日本の国土像の探究

【知識・技能】

現代世界におけるこれからの日本の国土像の

探究をもとに，我が国が抱える地理的な諸課

題の解決の方向性や将来の国土の在り方など

を構想することの重要性や，探究する手法な

どについて理解している。

【思考・判断・表現】　

定期考査 ○ ○

・中国

・韓国

・ASEAN諸国

・インド

・西アジアと中央アジア

【知識・技能】

現代世界の諸地域をもとに、諸地域にみられ

る地域的特色や地球的課題などについて理解

している。

現代世界の諸地域をもとに、地域の結びつき

、構造や変容などを地誌的に考察する方法な

どについて理解している。　

【思考・判断・表現】　

現代世界の諸地域について、地域の結びつき

、構造や変容などに着目して、主題を設定し

、地域的特色や地球的課題などを多面的・多

角的に考察し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

現代世界の諸地域について、よりよい社会の

○ ○

現代世界の地域的特徴と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につける。

○

第2部　現代世界の地誌的考察

第2章　現代世界の諸地域

【知識及び技能】

現代世界の諸地域をもとに、諸地域

にみられる地域的特色や地球的課題

などについて理解すること。

【思考力、判断力、表現力等】　

現代世界の諸地域について、地域の

結びつき、構造や変容などに着目し

て、主題を設定し、地域的特色や地

球的課題などを多面的・多角的に考

察し、表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】

現代世界の諸地域について、よりよ

い社会の実現を視野に課題を主体的

・北アフリカとサハラ以南アフリ

カ

・EU諸国

・ロシア

・アメリカ合衆国

・ラテンアメリカ

・オーストラリアとニュージーラ

ンド

【知識・技能】

現代世界の諸地域をもとに、諸地域にみられ

る地域的特色や地球的課題などについて理解

している。

現代世界の諸地域をもとに、地域の結びつき

、構造や変容などを地誌的に考察する方法な

どについて理解している。　

【思考・判断・表現】　

現代世界の諸地域について、地域の結びつき

、構造や変容などに着目して、主題を設定し

、地域的特色や地球的課題などを多面的・多

角的に考察し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

現代世界の諸地域について、よりよい社会の

実現を視野に課題を主体的に追究しようとし

27○ ○ ○

○ 25

配当
時数

１
学
期

第2部　現代世界の地誌的考察

第1章　現代世界の地域区分

【知識及び技能】

世界や世界の諸地域に関する各種の

主題図や資料をもとに、世界をいく

つかの地域に区分する方法や地域の

概念、地域区分の意義などについて

理解すること。

【思考力、判断力、表現力等】　

世界や世界の諸地域の地域区分につ

いて、地域の共通点や差異、分布な

どに着目して、主題を設定し、地域

のとらえ方などを多面的・多角的に

考察し、表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】

現代世界の地域区分について、より

・地域区分の意義と指標 【知識・技能】

世界や世界の諸地域に関する各種の主題図や

資料をもとに、世界をいくつかの地域に区分

する方法や地域の概念、地域区分の意義など

について理解している。

【思考・判断・表現】　

世界や世界の諸地域の地域区分について、地

域の共通点や差異、分布などに着目して、主

題を設定し、地域のとらえ方などを多面的・

多角的に考察し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

現代世界の地域区分について、よりよい社会

の実現を視野に課題を主体的に追究しようと

している。

○ ○ ○ 2

第2部　現代世界の地誌的考察

第2章　現代世界の諸地域

【知識及び技能】

現代世界の諸地域をもとに、諸地域

にみられる地域的特色や地球的課題

などについて理解すること。

【思考力、判断力、表現力等】　

現代世界の諸地域について、地域の

結びつき、構造や変容などに着目し

て、主題を設定し、地域的特色や地

球的課題などを多面的・多角的に考

察し、表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】

現代世界の諸地域について、よりよ

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

1

○定期考査

地理に関わる諸事象について、よりよい社会の
実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追
究、解決しようとする態度を養うとともに、多
面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ
れる日本国民としての自覚、我が国の国土に対
する愛情、世界の諸地域の多様な生活文化を尊
重しようとすることの大切さについての自覚な
どを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 地理演習Ⅰ

（A～D組：野口）

地理歴史 地理演習Ⅰ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

地理に関わる諸事象に関して、世界の生活文化
の多様性や、防災、地域や地球的課題への取組
などを理解する。
地図をはじめとする諸資料を用いて、地理に関
するさまざまな情報を適切かつ効果的に調べま
とめる技能を身に付け、地理に関する理解を深
め、活用する能力を身に付ける。

地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の
関連を、位置や分布、場所、人間と自然環境と
の相互依存関係、空間的相互依存作用、地域な
どに着目して、概念などを活用して多面的・多
角的に考察したり、地理的な課題の解決に向け
て構想したりする力や、考察、構想したことを
効果的に説明したり、それらを基に議論したり
する力を養う。

新詳地理探究（帝国書院）、新詳高等地図（帝国書院）

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、多面的・多角的に考察し、社会課題の解決に
向けて構想し、表現、議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

地理演習Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】



２
学
期

定期考査 ○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

合計

156

総合演習 総合演習 大学入試に対応した総合的な問題演習を通し

て、多面的・多角的な考察をし、地理に関わ

る諸事象について、よりよい社会の実現を視

野に課題を主体的に探究することができる。

また、多面的・多角的な考察や深い理解がで

きる。

○
３
学
期

とに，我が国が抱える地理的な諸課

題の解決の方向性や将来の国土の在

り方などを構想することの重要性や

，探究する手法などについて理解す

ること。

【思考力、判断力、表現力等】　

これからの日本の国土像について，

地域の結びつき，構造や変容，持続

可能な社会づくりなどに着目して，

主題を設定し，我が国が抱える地理

的な諸課題の解決の方向性や将来の

国土の在り方などを多面的・多角的

に探究し，表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】

【思考・判断・表現】　

現代世界におけるこれからの日本の国土像に

ついて，地域の結びつき，構造や変容，持続

可能な社会づくりなどに着目して，主題を設

定し，我が国が抱える地理的な諸課題の解決

の方向性や将来の国土の在り方などを多面的

・多角的に探究し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

持続可能な国土像の探究について，よりよい

社会の実現を視野にそこでみられる課題を主

体的に探究しようとしている。

○ ○

36

○ 31

総合演習 総合演習 大学入試に対応した総合的な問題演習を通し

て、多面的・多角的な考察をし、地理に関わ

る諸事象について、よりよい社会の実現を視

野に課題を主体的に探究することができる。

また、多面的・多角的な考察や深い理解がで

きる。

○ ○ ○ 31

○ ○



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

地理に関わる諸事象について、よりよい社会の
実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追
究、解決しようとする態度を養うとともに、多
面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ
れる日本国民としての自覚、我が国の国土に対
する愛情、世界の諸地域の多様な生活文化を尊
重しようとすることの大切さについての自覚な
どを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 地理演習Ⅱ

（A～D組：野口）

地理歴史 地理演習Ⅱ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

地理に関わる諸事象に関して、世界の生活文化
の多様性や、防災、地域や地球的課題への取組
などを理解する。
地図をはじめとする諸資料を用いて、地理に関
するさまざまな情報を適切かつ効果的に調べま
とめる技能を身に付け、地理に関する理解を深
め、活用する能力を身に付ける。

地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の
関連を、位置や分布、場所、人間と自然環境と
の相互依存関係、空間的相互依存作用、地域な
どに着目して、概念などを活用して多面的・多
角的に考察したり、地理的な課題の解決に向け
て構想したりする力や、考察、構想したことを
効果的に説明したり、それらを基に議論したり
する力を養う。

新詳地理探究（帝国書院）、新詳高等地図（帝国書院）

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、多面的・多角的に考察し、社会課題の解決に
向けて構想し、表現、議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

地理演習Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】

１
学
期

第1部　現代世界の系統地理的考察

第1章　自然環境

【知識及び技能】

地形、気候、生態系などに関わる諸

事象をもとに、それらの事象の空間

的な規則性、傾向性や、地球環境問

題の現状や要因、解決に向けた取り

組みなどについて理解すること。

【思考力、判断力、表現力等】　

地形、気候、生態系などに関わる諸

事象について、場所の特徴や自然お

よび社会的条件との関わりなどに着

目して、主題を設定し、それらの事

象の空間的な規則性、傾向性や、関

連する地球的課題の要因や動向など

を多面的・多角的に考察し、表現す

ること。

・地形

・気候

・日本の自然環境

・地球環境問題

【知識・技能】

地形、気候、生態系などに関わる諸事象をも

とに、それらの事象の空間的な規則性、傾向

性や、地球環境問題の現状や要因、解決に向

けた取り組みなどについて理解している。

【思考・判断・表現】　

地形、気候、生態系などに関わる諸事象につ

いて、場所の特徴や自然および社会的条件と

の関わりなどに着目して、主題を設定し、そ

れらの事象の空間的な規則性、傾向性や、関

連する地球的課題の要因や動向などを多面的

・多角的に考察し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

自然環境について、よりよい社会の実現を視

野にそこでみられる課題を主体的に追究しよ

うとしている。

○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

1

○定期考査 ○

第1部　現代世界の系統地理的考察

第2章　資源と産業

【知識及び技能】

資源・エネルギーや農業、工業など

に関わる諸事象をもとに、それらの

事象の空間的な規則性、傾向性や、

資源・エネルギー、食料問題の現状

や要因、解決に向けた取り組みなど

について理解すること。

【思考力、判断力、表現力等】　

資源・エネルギーや農業、工業など

に関わる諸事象について、場所の特

徴や場所の結びつきなどに着目して

、主題を設定し、それらの事象の空

間的な規則性、傾向性や、関連する

地球的課題の要因や動向などを多面

的・多角的に考察し、表現すること

。

【学びに向かう力、人間性等】

・農林水産業

・食料問題

・エネルギー・鉱産資源

・資源・エネルギー問題

・工業

・第３次産業

【知識・技能】

資源・エネルギーや農業、工業などに関わる

諸事象をもとに、それらの事象の空間的な規

則性、傾向性や、資源・エネルギー、食料問

題の現状や要因、解決に向けた取り組みなど

について理解している。

【思考・判断・表現】　

資源・エネルギーや農業、工業などに関わる

諸事象について、場所の特徴や場所の結びつ

きなどに着目して、主題を設定し、それらの

事象の空間的な規則性、傾向性や、関連する

地球的課題の要因や動向などを多面的・多角

的に考察し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

資源、産業について、よりよい社会の実現を

視野にそこでみられる課題を主体的に追究し

ようとしている。

13○ ○ ○

配当
時数

第1部　現代世界の系統地理的考察

第3章　交通・通信と観光、貿易

【知識及び技能】

交通・通信網と物流や人の移動に関

する運輸、観光などに関わる諸事象

をもとに、それらの事象の空間的な

規則性、傾向性や、交通・通信、観

・交通・通信

・観光

・貿易と経済圏

【知識・技能】

交通・通信網と物流や人の移動に関する運輸

、観光などに関わる諸事象をもとに、それら

の事象の空間的な規則性、傾向性や、交通・

通信、観光に関わる問題の現状や要因、解決

に向けた取り組みなどについて理解している

。

定期考査 ○ ○

現代世界の地域的特徴と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につける。



○ ○

合計

78

第1部　現代世界の系統地理的考察

第5章　生活文化、民族・宗教

【知識及び技能】

生活文化、民族・宗教などに関わる

諸事象をもとに、それらの事象の空

間的な規則性、傾向性や、民族、領

土問題の現状や要因、解決に向けた

取り組みなどについて理解すること

。

【思考力、判断力、表現力等】　

生活文化、民族・宗教などに関わる

諸事象について、場所の特徴や場所

の結びつきなどに着目して、主題を

設定し、それらの事象の空間的な規

則性、傾向性や、関連する地球的課

題の要因や動向などを多面的・多角

的に考察し、表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】

・衣食住

・民族・宗教と民族問題

・国家の領域と領土問題

【知識・技能】

生活文化、民族・宗教などに関わる諸事象を

もとに、それらの事象の空間的な規則性、傾

向性や、民族、領土問題の現状や要因、解決

に向けた取り組みなどについて理解している

。

【思考・判断・表現】　

生活文化、民族・宗教などに関わる諸事象に

ついて、場所の特徴や場所の結びつきなどに

着目して、主題を設定し、それらの事象の空

間的な規則性、傾向性や、関連する地球的課

題の要因や動向などを多面的・多角的に考察

し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

生活文化、民族・宗教について、よりよい社

会の実現を視野にそこでみられる課題を主体

的に追究しようとしている。

○
３
学
期

規則性、傾向性や、交通・通信、観

光に関わる問題の現状や要因、解決

に向けた取り組みなどについて理解

すること。

【思考力、判断力、表現力等】　

交通・通信網と物流や人の移動に関

する運輸、観光などに関わる諸事象

について、場所の特徴や場所の結び

つきなどに着目して、主題を設定し

、それらの事象の空間的な規則性、

傾向性や、関連する地球的課題の要

因や動向などを多面的・多角的に考

察し、表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】

。

【思考・判断・表現】　

交通・通信網と物流や人の移動に関する運輸

、観光などに関わる諸事象について、場所の

特徴や場所の結びつきなどに着目して、主題

を設定し、それらの事象の空間的な規則性、

傾向性や、関連する地球的課題の要因や動向

などを多面的・多角的に考察し、表現してい

る。

【主体的に学習に取り組む態度】

交通・通信、観光について、よりよい社会の

実現を視野にそこでみられる課題を主体的に

追究しようとしている。

○ ○

18

○ 15

第1部　現代世界の系統地理的考察

第4章　人口、村落・都市

【知識及び技能】

人口、都市・村落などに関わる諸事

象をもとに、それらの事象の空間的

な規則性、傾向性や、人口、居住・

都市問題の現状や要因、解決に向け

た取り組みなどについて理解するこ

と。

【思考力、判断力、表現力等】　

人口、都市・村落などに関わる諸事

象について、場所の特徴や場所の結

びつきなどに着目して、主題を設定

し、それらの事象の空間的な規則性

、傾向性や、関連する地球的課題の

要因や動向などを多面的・多角的に

考察し、表現すること。

２
学
期

定期考査 ○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

・人口

・人口問題

・村落と都市

・都市・居住問題

【知識・技能】

人口、都市・村落などに関わる諸事象をもと

に、それらの事象の空間的な規則性、傾向性

や、人口、居住・都市問題の現状や要因、解

決に向けた取り組みなどについて理解してい

る。

【思考・判断・表現】　

人口、都市・村落などに関わる諸事象につい

て、場所の特徴や場所の結びつきなどに着目

して、主題を設定し、それらの事象の空間的

な規則性、傾向性や、関連する地球的課題の

要因や動向などを多面的・多角的に考察し、

表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

人口、村落・都市について、よりよい社会の

実現を視野にそこでみられる課題を主体的に

追究しようとしている。

○ ○ ○ 15



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査 ○ ○

・中国

・韓国

・ASEAN諸国

【知識・技能】

現代世界の諸地域をもとに、諸地域にみられ

る地域的特色や地球的課題などについて理解

している。

現代世界の諸地域をもとに、地域の結びつき

、構造や変容などを地誌的に考察する方法な

どについて理解している。　

【思考・判断・表現】　

現代世界の諸地域について、地域の結びつき

、構造や変容などに着目して、主題を設定し

、地域的特色や地球的課題などを多面的・多

角的に考察し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

現代世界の諸地域について、よりよい社会の

1

○定期考査

○ ○ ○ 12

第2部　現代世界の地誌的考察

第2章　現代世界の諸地域

【知識及び技能】

現代世界の諸地域をもとに、諸地域

にみられる地域的特色や地球的課題

などについて理解すること。

【思考力、判断力、表現力等】　

・EU諸国

・ロシア

・アメリカ合衆国

・ラテンアメリカ

・オーストラリアとニュージーラ

ンド

【知識・技能】

現代世界の諸地域をもとに、諸地域にみられ

る地域的特色や地球的課題などについて理解

している。

現代世界の諸地域をもとに、地域の結びつき

、構造や変容などを地誌的に考察する方法な

どについて理解している。　

○

配当
時数

１
学
期

第2部　現代世界の地誌的考察

第1章　現代世界の地域区分

【知識及び技能】

世界や世界の諸地域に関する各種の

主題図や資料をもとに、世界をいく

つかの地域に区分する方法や地域の

概念、地域区分の意義などについて

理解すること。

【思考力、判断力、表現力等】　

世界や世界の諸地域の地域区分につ

いて、地域の共通点や差異、分布な

どに着目して、主題を設定し、地域

のとらえ方などを多面的・多角的に

考察し、表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】

・地域区分の意義と指標 【知識・技能】

世界や世界の諸地域に関する各種の主題図や

資料をもとに、世界をいくつかの地域に区分

する方法や地域の概念、地域区分の意義など

について理解している。

【思考・判断・表現】　

世界や世界の諸地域の地域区分について、地

域の共通点や差異、分布などに着目して、主

題を設定し、地域のとらえ方などを多面的・

多角的に考察し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

現代世界の地域区分について、よりよい社会

の実現を視野に課題を主体的に追究しようと

している。

○ ○ ○ 1

第2部　現代世界の地誌的考察

第2章　現代世界の諸地域

【知識及び技能】

現代世界の諸地域をもとに、諸地域

にみられる地域的特色や地球的課題

などについて理解すること。

【思考力、判断力、表現力等】　

現代世界の諸地域について、地域の

結びつき、構造や変容などに着目し

て、主題を設定し、地域的特色や地

球的課題などを多面的・多角的に考

察し、表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】

現代世界の諸地域について、よりよ

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第2部　現代世界の地誌的考察

第2章　現代世界の諸地域

【知識及び技能】

現代世界の諸地域をもとに、諸地域

にみられる地域的特色や地球的課題

などについて理解すること。

【思考力、判断力、表現力等】　

現代世界の諸地域について、地域の

結びつき、構造や変容などに着目し

て、主題を設定し、地域的特色や地

球的課題などを多面的・多角的に考

察し、表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】

現代世界の諸地域について、よりよ

い社会の実現を視野に課題を主体的

・インド

・西アジアと中央アジア

・北アフリカとサハラ以南アフリ

カ

【知識・技能】

現代世界の諸地域をもとに、諸地域にみられ

る地域的特色や地球的課題などについて理解

している。

現代世界の諸地域をもとに、地域の結びつき

、構造や変容などを地誌的に考察する方法な

どについて理解している。　

【思考・判断・表現】　

現代世界の諸地域について、地域の結びつき

、構造や変容などに着目して、主題を設定し

、地域的特色や地球的課題などを多面的・多

角的に考察し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

現代世界の諸地域について、よりよい社会の

実現を視野に課題を主体的に追究しようとし

○ ○ ○ 13

現代世界の地域的特徴と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につける。

地理に関わる諸事象について、よりよい社会の
実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追
究、解決しようとする態度を養うとともに、多
面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ
れる日本国民としての自覚、我が国の国土に対
する愛情、世界の諸地域の多様な生活文化を尊
重しようとすることの大切さについての自覚な
どを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 地理特講

（A～D組：　　）

地理歴史 地理特講 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

地理に関わる諸事象に関して、世界の生活文化
の多様性や、防災、地域や地球的課題への取組
などを理解する。
地図をはじめとする諸資料を用いて、地理に関
するさまざまな情報を適切かつ効果的に調べま
とめる技能を身に付け、地理に関する理解を深
め、活用する能力を身に付ける。

地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の
関連を、位置や分布、場所、人間と自然環境と
の相互依存関係、空間的相互依存作用、地域な
どに着目して、概念などを活用して多面的・多
角的に考察したり、地理的な課題の解決に向け
て構想したりする力や、考察、構想したことを
効果的に説明したり、それらを基に議論したり
する力を養う。

新詳地理探究（帝国書院）、新詳高等地図（帝国書院）

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、多面的・多角的に考察し、社会課題の解決に
向けて構想し、表現、議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

地理特講

【 知　識　及　び　技　能 】



○

定期考査 ○ ○ 1

○ 15

第3部　現代世界におけるこれから

の日本の国土像

第1章　持続可能な日本の国土像の

探究

【知識及び技能】

これからの日本の国土像の探究をも

とに，我が国が抱える地理的な諸課

題の解決の方向性や将来の国土の在

り方などを構想することの重要性や

，探究する手法などについて理解す

ること。

【思考力、判断力、表現力等】　

これからの日本の国土像について，

地域の結びつき，構造や変容，持続

可能な社会づくりなどに着目して，

主題を設定し，我が国が抱える地理

的な諸課題の解決の方向性や将来の

国土の在り方などを多面的・多角的

に探究し，表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】

【知識・技能】

現代世界におけるこれからの日本の国土像の

探究をもとに，我が国が抱える地理的な諸課

題の解決の方向性や将来の国土の在り方など

を構想することの重要性や，探究する手法な

どについて理解している。

【思考・判断・表現】　

現代世界におけるこれからの日本の国土像に

ついて，地域の結びつき，構造や変容，持続

可能な社会づくりなどに着目して，主題を設

定し，我が国が抱える地理的な諸課題の解決

の方向性や将来の国土の在り方などを多面的

・多角的に探究し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

持続可能な国土像の探究について，よりよい

社会の実現を視野にそこでみられる課題を主

体的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 3

【思考力、判断力、表現力等】　

現代世界の諸地域について、地域の

結びつき、構造や変容などに着目し

て、主題を設定し、地域的特色や地

球的課題などを多面的・多角的に考

察し、表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】

現代世界の諸地域について、よりよ

どについて理解している。　

【思考・判断・表現】　

現代世界の諸地域について、地域の結びつき

、構造や変容などに着目して、主題を設定し

、地域的特色や地球的課題などを多面的・多

角的に考察し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

現代世界の諸地域について、よりよい社会の

○ ○

○ 12

２
学
期

○

18

定期考査 ○ ○ 1

合計

78

総合的な演習 総合的な演習 大学共通テストに対応した問題演習を通して

、多面的・多角的な考察をし、地理に関わる

諸事象について、よりよい社会の実現を視野

に課題を主体的に探究することができる。ま

た、多面的・多角的な考察や深い理解ができ

る。

○
３
学
期

○

総合的な演習 総合的な演習 大学共通テストに対応した問題演習を通して

、多面的・多角的な考察をし、地理に関わる

諸事象について、よりよい社会の実現を視野

に課題を主体的に探究することができる。ま

た、多面的・多角的な考察や深い理解ができ

○



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

○

0定期考査

合計
78

○ 15

Ｄ グローバル化する国際社会の諸課題

【知識及び技能】

　国際法の意義、国際連合をはじめとする

国際機構の役割、国際貢献、国際経済にお

けるしくみ、国際協調の必要性について、

現実社会の諸事象を通して理解を深める。

【思考力、判断力、表現力等】　

　国際社会において果たすことが求めらえ

る日本の役割について多面的・多角的に考

察、構想し、表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

　我が国及び国際社会において国家及び社

会の形成に、より積極的な役割を果たそう

とする自覚などを深める。

（1）現代の国際政治

（2）現代の国際経済

（3）国際社会の諸課題の探究

【知識・技能】

　国際法の意義、国際連合をはじめとする国際機構の

役割、国際貢献、国際経済におけるしくみ、国際協調

の必要性について、現実社会の諸事象を通して理解し

ている。　

【思考・判断・表現】

　国際社会において果たすことが求めらえる日本の役

割について多面的・多角的に考察、構想し、表現して

いる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　我が国及び国際社会において国家及び社会の形成に

、より積極的な役割を果たそうとする自覚などを深め

ている。

○ ○ ○ 15

Ｃ 現代日本の経済

【知識及び技能】

　経済活動と市場、経済主体と経済循環、

国民経済の大きさと経済成長、物価と景気

変動、財政の働きと仕組み及び租税などの

意義、金融の働きと仕組みについて、現実

社会の諸事象を通して理解を深める。

【思考力、判断力、表現力等】　

　経済活動と福祉の向上との関連について

多面的・多角的に考察し、表現する。また

、市場経済の限界、持続可能な財政及び租

税の在り方、金融を通した経済活動の活性

化について多面的・多角的に考察し、表現

する。

【学びに向かう力、人間性等】

　よりよい社会の実現を視野に課題を主体

（1）経済社会の変容

（2）現代経済のしくみ

（3）現代経済と福祉の向上

【知識・技能】

　経済活動と市場、経済主体と経済循環、国民経済の

大きさと経済成長、物価と景気変動、財政の働きと仕

組み及び租税などの意義、金融の働きと仕組みについ

て、現実社会の諸事象を通して理解している。　

【思考・判断・表現】

　経済活動と福祉の向上との関連について多面的・多

角的に考察し、表現する。また、市場経済の限界、持

続可能な財政及び租税の在り方、金融を通した経済活

動の活性化について多面的・多角的に考察し、表現し

ている。

【主体的に学習に取り組む態度】

　よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決し

ようとしている。

○ ○

（3）日本の政治機構

（4）現代日本の政治

【知識・技能】

　議会制民主主義、地方自治について、現実社会の諸

事象を通して理解している。

【思考・判断・表現】

　政党政治や選挙などの観点から、望ましい政治の在

り方及び主権者としての政治参加の在り方について多

面的・多角的に考察、構想し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

　よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決し

ようとしている。

○ ○

定期考査 ○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

A 現代日本の政治

【知識及び技能】

　政治と法の意義と機能、基本的人権の保

障と法の支配、権利と義務との関係につい

て、現実社会の諸事象を通して理解を深め

る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　民主政治の本質を基に、日本国憲法と現

代政治の在り方との関連について多面的・

多角的に考察し、表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

　よりよい社会の実現を視野に課題を主体

（1）民主政治の基本原理

（2）日本国憲法の基本的性格

【知識・技能】

　政治と法の意義と機能、基本的人権の保障と法の支

配、権利と義務との関係について、現実社会の諸事象

を通して理解している。　

【思考・判断・表現】

　民主政治の本質を基に、日本国憲法と現代政治の在

り方との関連について多面的・多角的に考察し、表現

している。

【主体的に学習に取り組む態度】

　よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決し

ようとしている。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1
B 現代日本の政治

【知識及び技能】

　議会制民主主義、地方自治について、現

実社会の諸事象を通して理解を深める。

【思考力、判断力、表現力等】　

　政党政治や選挙などの観点から、望まし

い政治の在り方及び主権者としての政治参

加の在り方について多面的・多角的に考察

、構想し、表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

　よりよい社会の実現を視野に課題を主体

的に解決しようとする態度を養う。

○

○

14

定期考査

 
選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び現代の諸課題について理解するとともに、諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身に付ける。

　よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的
に解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的
な考察や深い理解を通して涵養される、国民主権を担う公
民として、その平和と繁栄を図ることや、我が国及び国際
社会において国家及び社会の形成に、より積極的な役割を
果たそうとする自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

政治・経済
公民 政治・経済 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　社会の在り方に関する現実社会の諸課題の解決に向けて
探究するための手掛かりとなる概念や理論などについて理
解するとともに、諸資料から、社会の在り方に関わる情報
を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

　国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準と
なる考え方や政治・経済に関する概念や理論などを活用し
て、現実社会に見られる複雑な課題を把握し、説明すると
ともに、身に付けた判断基準を根拠に構想する力や、構想
したことの妥当性や効果、実現可能性などを指標にして議
論し公正に判断して、合意形成や社会参画に向かう力を養
う。

詳述　政治・経済（実教出版）

公民

　現代の諸課題について、事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、解決に向けて公正に判断したりする力や、
合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。

　よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

政治・経済

【 知　識　及　び　技　能 】

公民

２
学
期

総合的な演習 総合的な演習

大学共通テストに対応した問題演習を通して、現実社

会の諸課題を、資料を活用しながら多面的・多角的に

理解することができる。
○ ○ ○ 18

定期考査 ○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ Ｄ 組

使用教科書：（ ） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学科 数学Ⅲ
数学科 数学Ⅲ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数研出版　数学Ⅲ

数学科

数学Ⅲ

【 知　識　及　び　技　能 】
極限，微分法及び積分法について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察す
る能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

○ ○

配当
時数

極限

多項式関数，分数関数，無理関数，

三角関数，指数関数及び対数関数の

関数値の極限を求めることができる

ようにする。また，関連して関数の

連続性について理解できるようにす

１関数の極限

２三角関数と極限

３関数の連続性

【知識・技能】

　○関数の極限に関する用語・記号を正しく

理解し，x→aやx→∞，

x→－∞のときの関数の極限を求めることがで

きる。

○不定形を解消するように関数の式を変形す

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しよう
とする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に
基づいて判断しようとする態度，問題解決の過
程を
振り返って考察を深めたり，評価・改善したり
しようとする態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

極限，微分法及び積分法についての概念や原理
・法則を体系的に理解するとともに，事象を数
学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けるようにす
る。

数列や関数の値の変化に着目し，極限について
考察したり，関数関係をより深く捉えて事象を
的確に表現し，数学的に考察したりする力，い
ろいろな関数の局所的な性質や大域的な性質に
着目し，事象を数学的に考察したり，問題解決
の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考
察したりする力を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

16

関数

取り扱う関数を分数関数や無理関数

に広げて関数概念の理解を一層深め

，表，式，グラフを相互に関連付け

て多面的に考察できるようにする。

また，合成関数や逆関数の意味を理

解し，多項式関数，分数関数や無理

関数などを用いて，合成関数や逆関

数を求めることができるようにする

。

１分数関数

２無理関数

３逆関数・合成関数

【知識・技能】

　○分数関数の定義について理解し，関数を

適切に変形して，そのグラフをかくことがで

きる。

○分数関数のグラフと直線の共有点の座標が

求められる。

○分数不等式を解くことができる。

○無理関数の定義について理解し，関数を適

切に変形して，そのグラフをかくことができ

る。また，値域が求められる。

○無理関数のグラフと直線の共有点の座標が

求められる。

○無理不等式を解くことができる。

○逆関数の定義を理解し，種々の関数の逆関

数を求められる。

○b＝f(a)とa＝f－1(b)が同値であることを理解

している。

○合成関数の定義を理解し，種々の関数の合

成関数を求められる。

【思考・判断・表現】　

○分数関数のグラフと直線の共有点の座標を

，連立方程式の実数解に読み替えて考察でき

る。

○分数不等式の解を，分数関数のグラフと直

線の上下関係に読み替えて考察できる。

○無理関数y＝√axのグラフを放物線の一部と

して理解し，対称移動の考え方でy＝－√axな

どのグラフを考察できる。

○無理関数のグラフと直線の共有点の座標を

，連立方程式の実数解に読み替えて考察でき

る。

○無理不等式の解を，無理関数のグラフと直

線の上下関係に読み替えて考察できる。

○逆関数の定義から，逆関数の定義域・値域

や性質を考察できる。

○2つの関数を続けて作用させた関数を，合成

関数という1つの関数として考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

○方程式や不等式の考察に，積極的に関数の

グラフを活用しようとする。

○方程式の同値変形について考察し，理解を

○



連続性について理解できるようにす

る。

○不定形を解消するように関数の式を変形す

ることにより，関数の極限を調べることがで

きる。

○関数の右側極限，左側極限を調べ，関数の

極限の有無について調べられる。

○指数関数，対数関数の極限が求められる。

○簡単な三角関数の極限を求めることができ

る。

○sinx/xの極限が利用できるように関数の式を

変形することにより，三角関数を含む関数の

極限を求めることができる。

○定義に基づいて，関数の連続性，不連続性

を判定することができる。

○閉区間で連続な関数が最大値，最小値をも

つことを理解している。

【思考・判断・表現】　

○関数の極限について，数列の極限における

考え方との類似点と相違点を理解している。

○関数の極限について，グラフなどで直観的

に考察できる。

○極限値をもつ関数の係数決定に関しては，

等式を成り立たせるための必要条件を求めて

，その十分性をチェックすることで関数の式

の係数を決定することができることを理解し

ている。

○関数の極限が簡単に求められない場合に，

関数の極限の大小関係（はさみうちの原理）

を用いて，極限が求められる。

○三角関数の極限を応用して，図形的な問題

を考察することができる。

○中間値の定理が成り立つための条件を正し

く理解し，解の存在の証明に活用することが

できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

○関数の極限を，グラフなどで直観的に考察

しようとする。

○ ○ 16

定期考査 ○ ○ 1

○



微分法の応用

さまざまな関数について，接線の方

程式を求めたり，関数の値の増減，

極大・極小，グラフの凹凸などを調

べグラフの概形をかいたりできるよ

うにするとともに，関数の局所的な

変化や大域的な変化に着目し，事象

を数学的に捉え，問題を解決する力

を養う。

微分法の有用性を認識できるよう，

微分法を速度・加速度などの考察に

活用できるようにする。

１．接線と法線

２．平均値の定理

３．関数の値の変化

４．関数の最大と最小

５．関数のグラフ

６．方程式，不等式への応用

７．速度と加速度

８．近似式

【知識・技能】

○微分係数の意味を理解しており，接線の方

程式が求められる。

○公式を利用して，法線の方程式が求められ

る。

○F(x，y)＝0で表された曲線の接線の方程式を

，陰関数の微分法を利用して求められる。

○平均値の定理と，その図形的意味を理解し

，具体的にcの値を求めることができる。

○導関数の符号と関数の増減の関係を理解し

，導関数を利用して関数の増減や極値が調べ

られる。

○f(x)がx＝aで微分不可能な場合にも，増減表

からf(a)が極値になるかどうかを判定できる。

○関数の極値に関する条件から，関数を決定

することができる。

１
学
期

20

微分法

多項式関数だけでなく，分数関数，

無理関数，三角関数，指数関数及び

対数関数の導関数について理解でき

るようにする。

○

１．微分係数と導関数

２．導関数の計算

３．いろいろな関数の導関数

４．第n次導関数

５．関数のいろいろな表し方と導関

数

【知識・技能】

○微分係数の定義と，その図形的意味を理解

している。

○微分可能性と連続性の関係を理解し，連続

ではあるが微分可能でないことを示せる。

○導関数の定義を理解し，定義に基づいて微

分できる。

○導関数の性質，積の導関数，商の導関数，

合成関数の微分法，逆関数の微分法を利用し

て，種々の導関数を求めることができる。

○三角関数，対数関数，指数関数の導関数を

理解し，三角関数，対数関数，指数関数を含

む種々の関数の導関数を求めることができる

。

○αが実数のとき，(xα)´＝αxα－1が成立す

ることを理解している。

○対数微分法を利用して，複雑な関数を微分

できる。

○第n次導関数の定義とその表現方法を理解し

，種々の関数の第n次関数が求められる。

○方程式F(x，y)＝0を関数とみて，合成関数の

導関数を利用して微分できる。

○曲線の媒介変数表示を理解し，媒介変数で

表された関数の導関数が求められる。　

【思考・判断・表現】　

○微分係数の2通りの表し方を理解し，その図

形的意味を考察できる。

○導関数を，微分係数から得られる新しい関

数として理解することができる。

○導関数の性質，積の導関数，商の導関数，

合成関数の微分法，逆関数の微分法を定義に

基づいて証明できる。

○三角関数，対数関数，指数関数を含む関数

を合成関数とみて，合成関数の微分法を利用

することができる。

○自然対数の底eを考える必然性を理解してい

る。

○第2次導関数，第3次導関数を求めることで，

一般の第n次導関数を予想し，求めることがで

きる。

○方程式F(x，y)＝0を陰関数とみる考え方を理

解している。

○1つの曲線がいろいろな式で表されることを

理解し，その導関数について考察することが

できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

○微分係数の図形的意味を考察しようとする

。

○微分可能性と連続性の関係について，興味

，関心をもつ。

○さまざまな導関数の性質や公式に興味をも

ち，定義に基づいて証明しようとする。

○(xα)´＝αxα－1において，αの範囲を自然

数，整数，有理数と拡張していく考え方に興

味をもち，考察しようとする。

○関数の極限としての値e（自然対数の底）に

○ ○



○ 20

することができる。

○導関数を利用して増減表をかくことができ

，関数の最大値・最小値が求められる。

○曲線の凹凸の定義を理解し，第2次導関数の

符号で曲線の凹凸が判定できる。また変曲点

が求められる。

○導関数，第2次導関数を利用して，増減，凹

凸，変曲点，漸近線などを調べて関数のグラ

フをかくことができる。

○第2次導関数を利用し，増減表をかかなくて

も極値が求められる。

○導関数を利用して，不等式の証明問題，方

程式の実数解の個数問題を解くことができる

。

○ベクトルの成分を微分することによって，

速度ベクトル，加速度ベクトルが求められる

ことを理解し，実際に求めることができる。

○等速円運動，角速度の定義を理解し，等速

円運動をしている点の速度，加速度の関係が

調べられる。

○微分係数の意味を考えることで，関数の近

似式を考察できる。

○関数の1次の近似式を作ることができる。

【思考・判断・表現】

○接線に直交する条件と，直線の方程式の公

式から，法線の方程式の公式を考えることが

できる。

○曲線外の定点Cから曲線に接線を引くとき，

接点Aにおける接線が点Cを通ると読み替えて

，接線の方程式を求めることができる。

○共通な接線をもつ条件を理解し，問題の解

決に利用できる。

○平均値の定理を利用して，不等式を証明で

きる。

○平均値の定理を利用して導関数の符号と関

数の増減の関係を証明する方法を理解してい

る。

○f´(a)＝0は，f(a)が極値であるための必要条件

ではあるが，十分条件ではないことを理解し

ている。

○関数の極値に関する条件から関数を決定す

る際に，必要十分条件に注意している。

○最大・最小の応用問題で，変数のとり方，

定義域に注意している。

○関数の定義されていないところや，x→±∞の

ときの状態を調べて，関数のグラフをかくこ

とができる

○不等式を，関数の値に関する条件式に読み

替えて考察できる。

○方程式の実数解の個数を，関数のグラフとx

軸に平行な直線との共有点の個数に読み替え

て考察できる。

○導関数の意味から，点の位置を表す関数の

導関数が点の速度，第2次導関数が点の加速度

を表すことを理解できる。

○速度，加速度を調べることで，等速円運動

やサイクロイド運動の特徴を考察できる。

○関数の近似式を活用して，数の近似値を求

めることができる。

○ ○

定期考査 ○ ○ 1



【知識・技能】

○不定積分の計算では，積分定数を書き漏ら

さずに示すことができる。

○不定積分の定義や基本性質を理解し，それ

を利用して，種々の関数の不定積分が求めら

れる。

○置換積分法を理解し，それを利用して複雑

な関数の不定積分が求められる。

○部分積分法を理解し，それを利用して複雑

な関数の不定積分が求められる。

○分数式を部分分数に分解する方法を理解し

ている。

○定積分の定義や性質を理解し，それを利用

する種々の関数の定積分の計算方法を理解し

ている。

○定積分の置換積分法では，積分区間の変換

に注意して定積分を計算できる。

○偶関数，奇関数の定積分の性質を理解し，

それを利用して定積分を計算できる。

○定積分の部分積分法を理解し，それを利用

して複雑な関数の定積分を計算できる。

○上端，下端に変数xを含む定積分を，xで微分

することができる。

○上端，下端がともに定数である定積分を含

む関数を，定積分を定数とおくことで求めら

れる。

○数列の和を長方形の面積の和として捉え，

その極限を，適当な関数の定積分で表して求

められる。

○関数の大小とその関数の定積分の大小との

関係を理解している。

【思考・判断・表現】　

○不定積分の基本性質が利用できるよう，式

を適切に変形することができる。

○合成関数の微分の逆演算として，置換積分

法を理解している。

○積の微分の逆演算として，部分積分法を理

解している。

○被積分関数を適切に変形することで，不定

積分を求めることができる。

○絶対値を含む関数の定積分を，積分区間を

分けて求めることができる。

○√(a2－x2)の定積分を，円の面積と関連付け

て考察できる。円の面積の公式は，定積分を

利用して初めて数学的にきちんと証明された

ことになることを理解している。

○sinnxの定積分に部分積分法を用いて漸化式

を導き，考察することができる。

○exsinx，excosxの定積分をそれぞれI，Jとおい

て求める方法を知り，考察することができる

。

○上端がxである定積分を，xの関数とみること

ができる。

○曲線で囲まれた部分の面積を，微小な長方

形の面積の和の極限として捉えられる。

○ ○ 33

積分法

○積分法の基本的な性質や置換積分

法及び部分積分法について理解でき

るようにする。また，微分法の公式

からいろいろな関数の不定積分の公

式を導き，不定積分を求めることが

できるようにする。

○いろいろな関数の定積分が求めら

れるようにする。また，定積分と和

の極限の関係を理解し，いろいろな

問題に活用できるようにする。

○

・指導事項

・教材

・一人１台端末の活用　等



2
学
期

定期考査

形の面積の和の極限として捉えられる。

○不等式に現れる式の図形的意味を長方形の

面積と結び付けて捉え考えることで，定積分

を利用した不等式の証明について考察できる

。

【主体的に学習に取り組む態度】

○積分法が微分法の逆演算であることから，

不定積分を求めようとする。

○簡単に不定積分の計算ができないとき，変

数の置換をどのようにすればよいかを考え，

置換積分を利用しようとする。

○簡単に不定積分の計算ができないとき，被

積分関数の特徴を見て部分積分を利用しよう

とする。

○三角関数の積を和や積に変形する公式に興

味をもち，自ら証明しようとする。

○簡単には定積分が求められない関数につい

て，置換積分を用いて計算しようとする。

○簡単には定積分が求められない関数につい

て，部分積分を用いて計算しようとする。

○曲線で囲まれた部分の面積を微小な長方形

の和で近似する積分の基本的な考え方に興味

，関心をもつ。

○不定積分が求められない関数があることや

，微分積分学の基本定理に興味をもち，調べ

ようとする。

○ 35

積分法の応用

○積分法の有用性を認識し，図形の

面積や立体の体積を求めることなど

に活用できるようにする。

【知識・技能】

○直線や曲線で囲まれた部分の面積を，定積

分で表して求められる。

○F(x，y)＝0で表される曲線で囲まれた図形の

面積を求められる。

○媒介変数表示された曲線や直線で囲まれた

部分の面積を，置換積分を利用して求めるこ

とができる。

○立体の断面積を積分することで体積が求め

られることを理解し，体積を求めることがで

きる。

○回転体の体積を求める方法を理解し，回転

体の体積が求められる。

○媒介変数表示された曲線を回転させてでき

る立体の体積を，置換積分の考えで求めるこ

とができる。

○定積分を用いて，曲線の長さを求めること

ができる。

○数直線上を運動する点の位置の変化量や道

のりを，定積分を用いて求めることができる

。

○座標平面上の点が動く道のりを，定積分を

用いて求めることができる。

【思考・判断・表現】

○√(a2－x2)の定積分を，円の面積と捉えて計

算することができる。

○面積を求めるとき，図形の対称性に着目し ○ ○

○ ○ 1



○ 28

合計

156

1

３
学
期

総合問題演習 〇既習事項を確認し、問題の解法へつなげる

ことができる。

【知識・技能】

〇問題の解法を、解法の記述の手法に則り記

述することができる。

【思考・判断・表現】

〇問題の解法を、より洗練された記述にしよ

うとする。

【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○

定期考査 ○ ○

○ 35○面積を求めるとき，図形の対称性に着目し

て，効率的に計算できる。

○球を円の回転体と捉え，球の体積を円x2＋y2

＝1で囲まれた部分をx軸の周りに1回転させた

立体の体積として求めることができる。

○面積や体積と同様な考え方で，曲線の長さ

が定積分で求められることを理解している。

○座標平面上の点の座標が媒介変数で表され

ているとき，点が動く道のりは，その点が描

く曲線の長さに等しいことを理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】

○グラフの上下関係，積分範囲などを図にか

いて考察して，種々の曲線や直線で囲まれた

部分の面積を求めようとする。

○体積V(x)が断面積S(x)の1つの不定積分である

ことに興味，関心をもち，考察しようとす

る。

○回転体の体積を，定積分を用いて求めよう

とする。

○一般の回転体の体積に興味を示し，具体的

に理解しようとする。

○曲線の方程式が媒介変数表示や，

y＝f(x)の形で与えられているとき，曲線の長さ

を，定積分を用いて求めようとする。

○数直線上を運動する点の座標，位置の変化

量，道のりの違いを理解し，定積分を用いて

求めようとする。

○ ○



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ D 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学科 数学Ｃ

平面上の曲線と積分法について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学的な表現の工夫に
ついて認識を深め，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，そ
れらを活用する態度を育てる。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数学科 数学Ｃ 3

ベクトル，平面上の曲線と複素数平面について
の基本的な概念や原理・法則を体系的に理解す
るとともに，数学的な表現の工夫について認識
を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したりする技能を身
に付けるようにする。

大きさと向きをもった量に着目し，演算法則や
その図形的な意味を考察する力，図形や図形の
構造に着目し，それらの性質を統合的・発展的
に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数研出版　数学Ｃ

数学科

数学Ｃ

【 知　識　及　び　技　能 】

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

１
学
期

式と曲線

○幾何学的な定義に基づいて導き出

された2次曲線の方程式とその概形に

ついて考察し，2次曲線の基本的な性

質を理解できるようにするとともに

，解析幾何学的な方法についての理

解を深める。

○曲線を表す式として媒介変数を用

いた式や極方程式を理解できるよう

にし，それらを具体的な事象の考察

に活用する力を養う。

・指導事項

・教材

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】

○放物線が，焦点と準線からの距離が等しい点

の軌跡であることを理解している。

○放物線の方程式から，焦点，準線が求められ

る。また，条件から放物線の方程式を求めるこ

とができる。

○焦点がy軸上にある放物線の方程式を理解し

ている。

○楕円が，2つの焦点からの距離の和が一定で

ある点の軌跡であることを理解している。

○楕円の方程式から，焦点などが求められる。

また，条件から楕円の方程式を求めることがで

きる。

○焦点がy軸上にある楕円の方程式を理解して

いる。

○双曲線が，2つの焦点からの距離の差が一定

である点の軌跡であることを理解している。

○双曲線の方程式から，頂点，焦点，漸近線が

求められる。また，条件から双曲線の方程式を

求めることができる。

○焦点がy軸上にある双曲線の方程式を理解し

ている。

○曲線F(x－p，y－q)＝0は，曲線F(x，y)＝0を平

行移動したものであることを理解している。

○x，yの2次方程式を変形して，その方程式が

表す図形を求めることができる。

○2次曲線と直線の交点や弦の中点を2次方程式

の実数解を利用して求められる。

○2次曲線の接線の方程式を，2次方程式の解（

重解）を利用して求められる。

○2次曲線の接線の方程式の一般形について理

解し，接点が与えられたときに接線を求めるこ

とができる。

○楕円や双曲線の方程式を，離心率eをもとに

求められる。

○曲線が媒介変数を用いて表される仕組みを理

解している。

○放物線の頂点の軌跡を，媒介変数を利用して

求められる。

○2次曲線や円を，媒介変数を用いて表すこと

ができる。

○媒介変数表示の曲線を平行移動して得られる

曲線の方程式を求められる。

【思考・判断・表現】　

○軌跡の考え方を利用して，放物線の方程式を

導くことができる。

○2次関数のグラフとしての放物線と2次曲線と

しての放物線を関連付けてとらえられる。

○放物線の焦点がx軸上にあるか，y軸上にある

か，その方程式から考察することができる。

○軌跡の考え方を利用して，楕円の方程式を導

くことができる。

○楕円の焦点がx軸上にあるか，y軸上にあるか

，その方程式から考察ができる。

○軌跡の考えを利用して，双曲線の方程式を導

くことができる。

○双曲線の焦点がx軸上にあるか，y軸上にある

か，その方程式から考察ができる。

○2次曲線を，円錐を平面で切った切り口の曲

線として捉えられる。

○複雑な方程式で表された2次曲線を，平行移

○ ○ ○ 30

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態



○ ○ ○ 16

定期考査 ○ ○ 1

○複雑な方程式で表された2次曲線を，平行移

動を利用して考察することができる。

○2次曲線と直線の共有点を連立方程式の解と

捉え，共有点の個数について考察することがで

きる。

○放物線の接線や焦点の性質について，式を使

って考察することができる。

○放物線，楕円，双曲線を離心率eと1との大小

関係で統一的に取り扱うことができる。

○媒介変数表示の曲線の平行移動を一般的に取

り扱うことができる。

○x，yについての方程式では表しにくい曲線を

，媒介変数表示を用いて考察することができる

。

【主体的に学習に取り組む態度】

○2次曲線を解析幾何学的な方法で考察するこ

とに意欲的に取り組もうとする。

○条件を満たす軌跡について，条件を変えたと

きに軌跡がどのように変わるか検討しようとす

る。

○2次曲線が円錐と平面との交線であることに

興味，関心をもち，考察しようとする。

○直角双曲線xy＝1に関心をもち，考察しよう

とする。

○2次曲線と直線の位置関係について，2次曲線

と直線の共有点の個数で調べようとする。

○2次曲線の焦点の性質に関心をもち，考察し

22

○

○ 26

1○

○ 20

○

1○

３
学
期

総合問題演習 【知識・技能】既習事項を確認し、問題の解法

へつなげることができる。

【思考・判断・表現】問題の解法を、解法の記

述の手法に則り記述することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】問題の解法を

、より洗練された記述にしようとする。

２
学
期

○

○ ○

合計

117

○

定期考査

式と曲線

○幾何学的な定義に基づいて導き出

された2次曲線の方程式とその概形に

ついて考察し，2次曲線の基本的な性

質を理解できるようにするとともに

，解析幾何学的な方法についての理

解を深める。

○曲線を表す式として媒介変数を用

いた式や極方程式を理解できるよう

にし，それらを具体的な事象の考察

に活用する力を養う。

・指導事項

・教材

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】

○極座標で表された点の位置を表示できる。

○点の座標について，直交座標と極座標を相互

に変換できる。

○円や直線を極方程式で表すことができる。

○曲線の方程式について，直交座標と極座標を

相互に変換できる。

○2次曲線を，離心率eを用いて極方程式で表す

ことができる。

○いろいろな曲線をコンピュータで描画し，そ

の性質を考察できる。

【思考・判断・表現】　

○曲線を極座標を用いて表すと簡潔に表せ，そ

の性質の考察が容易になることがあることに気

づく。

○2次曲線の極座標表示を，離心率eを用いて統

一的に考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

○平面上の点を表すのにいろいろな座標系があ

ることに興味，関心をもつ。

○2次曲線を極方程式で表すと，離心率を用い

て簡潔に表されることに興味，関心をもち，考

察しようとする。

○媒介変数表示や極方程式で表された曲線をコ

○

総合問題演習 【知識・技能】既習事項を確認し、問題の解法

へつなげることができる。

【思考・判断・表現】問題の解法を、解法の記

述の手法に則り記述することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】問題の解法を

、より洗練された記述にしようとする。

○ ○

総合問題演習 【知識・技能】既習事項を確認し、問題の解法

へつなげることができる。

【思考・判断・表現】問題の解法を、解法の記

述の手法に則り記述することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】問題の解法を

、より洗練された記述にしようとする。

定期考査



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ Ｃ 組
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

態

○ ○ ○

ベクトル

〇座標及びベクトルの考えが平面か

ら空間に拡張できることを理解でき

るようにする。また，ベクトルを用

いて空間図形の性質を見いだしたり

，多面的に考察したりする力を養う

。

総合問題演習

・指導事項

・教材

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】

○空間における図形を，座標を利用して示す

ことができる。

○座標空間において，点の座標，2点間の距離

などが求められる。

○空間図形において，ベクトルの和や差を考

えることができる。

○空間のベクトルを，3つのベクトルの1次結合

の形に表現できる。

○成分表示されたベクトルの大きさ，和，差

，実数倍の計算ができる。

○成分表示されたベクトルを，3つのベクトル

の1次結合の形に表現できる。

○点の座標とベクトルの成分の関係について

理解している。

○立体図形におけるベクトルの内積を，適切

な方法で計算できる。

○ベクトルのなす角を，内積を利用して求め

ることができる。

○ベクトルの垂直条件を理解し，計算に利用

できる。

○位置ベクトルの諸性質が平面の場合と同じ

であることを理解して，それらを利用できる

。　

○空間において3点が一直線上にあるための条

件を理解している。

○ベクトルの分解の一意性を理解し，計算に

利用できる。

○ある点が3点で定まる平面上にあるための必

要十分条件を理解し，それを利用することが

できる。

○座標空間における線分の内分点・外分点な

どの座標が求められる。

○座標軸に垂直な平面の方程式，球面の方程

式について理解している。

【思考力・判断力・表現力】

○空間のベクトルを，平面上のベクトルの拡

張として捉えることができ，平面上のベクト

ルで成り立つ性質が，空間においても同様に

成り立つことを理解している。

○空間のベクトルの成分表示を，平面上のベ

クトルの拡張として捉えることができる。

○空間のベクトルの内積を，平面上のベクト

ルの拡張として捉えることができる。

○座標空間の3点で定まる三角形の角の大きさ

を，ベクトルを利用して求めることができる

。

数学科 数学Ｃβ

数学ⅠⅡ及びＡＢＣの大学入学共通テストレベルの問題について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習
熟を図り，数学的な表現の工夫について認識を深め，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認
識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
式の計算、１次不等式、集合と命題、2次関数、
三角比、データの分析、場合の数、確率、平面
図形、数列、ベクトルについての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解するとともに，事
象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりする技能を身に付けるよ
うにする。

数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ・Ｃの各単元で扱う、演算
法則やその図形的な意味を考察する力，グラフ
の有用性、図形や図形の構造、データの散らば
りや相関に着目し，それらの性質を統合的・発
展的に考察する力、大学入学共通テスト形式の
表現を養う。

数研出版　数学Ｃ
数学科

数学Ｃβ

【 知　識　及　び　技　能 】

数学科 数学Ｃβ 3

大学入学共通テストレベルの問題演習を通じて
、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り返
って考察を深めたり，評価・改善したりしよう
とする態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
配当
時数

20

評価規準 知 思



○

１
学
期

数学Ⅰ、数学Ⅱ、

数学Ａ、数学Ｂ、

数学Ｃ

○数学ⅠA、数学Ⅱ・Ｂ・Ｃの基本

的な内容を理解できるようにすると

ともに，大学入試共通テストの問題

についての理解を深める。

総合問題演習

○

。

○ベクトルの垂直条件を活用して，与えられ

たベクトルに垂直なベクトルを求めることが

できる。

○位置ベクトルの一意性を理解し，図形の性

質を証明できる。

○3点が一直線上にあることをベクトルで表現

して利用できる。

○3点で定まる平面上に点Pがあることを，ベ

クトルで表現して利用できる。

○線分の長さ，垂直条件をベクトルの内積で

表現して考察できる

○内積を利用して，直線に垂線を下ろしたと

きの交点の座標を求めることができる。

○空間ベクトルを利用して，線分の分点の座

標などを考察できる。

○球面と平面が交わってできる図形を，連立

方程式の解の集合として捉えることができる

。

【主体的に学習に取り組む態度】

○既知である平面の座標の概念を空間の座標

に拡張しようとする。

○空間のベクトルと平面上のベクトルを比較

して考察しようとする。

○空間のベクトルの成分表示と平面上のベク

トルの成分表示を比較して考察しようとする

。

○空間のベクトルの内積と平面上のベクトル

の内積を比較して考察しようとする。

○成分表示されたベクトルの内積の公式を，

平面の場合の拡張として導こうとする。

○四面体の重心に興味をもち，その性質を位

置ベクトルで考察しようとする。

○3点が定める平面上の点の位置ベクトルを一

般的に考察し，その結果を利用しようとする

○ ○ 20

定期考査

・指導事項

・教材

・一人１台端末の活用　等

○ 1
定期考査

○

1○

【知識・技能】

〇式を整理して、因数分解の公式を理解して

いる。

〇1次不等式およびその解について理解してい

る。

〇集合とその表し方、命題と条件や証明につ

いて理解している。

〇２次関数とそのグラフの関係について理解

している。

〇２次関数のグラフの平行移動、対称移動を

理解している。

〇２次方程式の解と２次方程式、２次不等式

との関係を理解している。

〇１つの鋭角θに対して定まる「三角比」正

弦定理、余弦定理を理解している。

〇式と証明、複素数と方程式、図形を利用し

た軌跡と領域を通して、図形と方程式を理解

している。

〇三角関数、指数関数、対数関数を理解して

いる。

〇微分法と積分法を理解している。

〇場合の数、順列・組み合わせと確率を理解

している。

〇平面図形と空間図形とその性質を理解して

いる。

〇整数の性質を理解している。

〇平面ベクトル、空間ベクトルと図形を理解

している。

〇データの分析、確率分布を理解している。

【思考・判断・表現】　

○数学ⅠA、数学Ⅱ・Ｂ・Ｃの基本的な内容を

表現し、考察することができるようにすると

ともに，大学入試共通テストの問題について

考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

○数学ⅠA、数学Ⅱ・Ｂ・Ｃの内容における、

大学入試共通テストの問題についての考察を



○定期考査

３
学
期

総合問題演習

既習事項の大学入試共通テストの模

試形式の問題に取り組む

○ ○

２
学
期

総合問題演習

既習事項の大学入試共通テストの問

題に取り組む

【知識・技能】既習事項を確認し、問題の解

法へつなげることができる。

【思考・判断・表現】問題の解法を、解法の

記述の手法に沿って表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】数学ⅠA、数

学Ⅱ・Ｂ・Ｃの内容における、大学入試共通

テストの問題についての考察を深めることに

興味，関心をもつ。

○ ○

総合問題演習

既習事項の大学入試共通テストの模

試形式の問題に取り組む

【知識・技能】既習事項を確認し、問題の解

法へつなげることができる。

【思考・判断・表現】問題の解法を、解法の

記述の手法に沿って表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】数学ⅠA、数

学Ⅱ・Ｂ・Ｃの内容における、大学入試共通

テストの問題についての考察を深めることに

○ ○

○

【知識・技能】既習事項を確認し、問題の解

法へつなげることができる。

【思考・判断・表現】問題の解法を、解法の

記述の手法に沿って表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】数学ⅠA、数

学Ⅱ・Ｂ・Ｃの内容における、大学入試共通

テストの問題についての考察を深めることに

興味，関心をもつ。

○

27

○ 24

合計

117

定期考査

○ 22

1○

○

1

○ 1
定期考査

○



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ D 組
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識・技能】

○空間における図形を，座標を利用して示す

ことができる。

○座標空間において，点の座標，2点間の距離

などが求められる。

○空間図形において，ベクトルの和や差を考

えることができる。

○空間のベクトルを，3つのベクトルの1次結

合の形に表現できる。

○成分表示されたベクトルの大きさ，和，差

，実数倍の計算ができる。

○成分表示されたベクトルを，3つのベクトル

の1次結合の形に表現できる。

○点の座標とベクトルの成分の関係について

理解している。

○立体図形におけるベクトルの内積を，適切

な方法で計算できる。

○ベクトルのなす角を，内積を利用して求め

ることができる。

○ベクトルの垂直条件を理解し，計算に利用

できる。

○位置ベクトルの諸性質が平面の場合と同じ

であることを理解して，それらを利用できる

。　

○空間において3点が一直線上にあるための条

件を理解している。

○ベクトルの分解の一意性を理解し，計算に

利用できる。

○ある点が3点で定まる平面上にあるための必

要十分条件を理解し，それを利用することが

できる。

○座標空間における線分の内分点・外分点な

どの座標が求められる。

○座標軸に垂直な平面の方程式，球面の方程

式について理解している。

【思考力・判断力・表現力】

○空間のベクトルを，平面上のベクトルの拡

張として捉えることができ，平面上のベクト

ルで成り立つ性質が，空間においても同様に

成り立つことを理解している。

○空間のベクトルの成分表示を，平面上のベ

クトルの拡張として捉えることができる。

○空間のベクトルの内積を，平面上のベクト

ルの拡張として捉えることができる。

○座標空間の3点で定まる三角形の角の大きさ

を，ベクトルを利用して求めることができる

。

○ベクトルの垂直条件を活用して，与えられ

たベクトルに垂直なベクトルを求めることが

できる。

○位置ベクトルの一意性を理解し，図形の性

質を証明できる。

○3点が一直線上にあることをベクトルで表現

して利用できる。

○3点で定まる平面上に点Pがあることを，ベ

クトルで表現して利用できる。

○線分の長さ，垂直条件をベクトルの内積で

表現して考察できる

○内積を利用して，直線に垂線を下ろしたと

きの交点の座標を求めることができる。

○空間ベクトルを利用して，線分の分点の座

標などを考察できる。

○球面と平面が交わってできる図形を，連立

方程式の解の集合として捉えることができる

・指導事項

・教材

・一人１台端末の活用　等

10○○○

数学科 数学Ｃγ 3

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

ベクトル

〇座標及びベクトルの考えが平面か

ら空間に拡張できることを理解でき

るようにする。また，ベクトルを用

いて空間図形の性質を見いだしたり

，多面的に考察したりする力を養う

。

総合問題演習

数学科 数学Ｃγ

ベクトル，平面上の曲線と複素数平面について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学的
な表現の工夫について認識を深め，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにす
るとともに，それらを活用する態度を育てる。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
ベクトルについての基本的な概念や原理・法則
を体系的に理解するとともに，数学的な表現の
工夫について認識を深め，事象を数学化したり
，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付けるようにする。

大きさと向きをもった量に着目し，演算法則や
その図形的な意味を考察する力，図形や図形の
構造に着目し，それらの性質を統合的・発展的
に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数研出版　数学Ｃ
数学科

数学Ｃγ

【 知　識　及　び　技　能 】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態



。

【主体的に学習に取り組む態度】

○既知である平面の座標の概念を空間の座標

に拡張しようとする。

○空間のベクトルと平面上のベクトルを比較

して考察しようとする。

○空間のベクトルの成分表示と平面上のベク

トルの成分表示を比較して考察しようとする

。

○空間のベクトルの内積と平面上のベクトル

の内積を比較して考察しようとする。

○成分表示されたベクトルの内積の公式を，

平面の場合の拡張として導こうとする。

○四面体の重心に興味をもち，その性質を位

置ベクトルで考察しようとする。

○3点が定める平面上の点の位置ベクトルを一

【知識・技能】既習事項を確認し、問題の解

法へつなげることができる。

【思考・判断・表現】問題の解法を、解法の

記述の手法に則り記述することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】問題の解法

を、より洗練された記述にしようとする。

10〇〇〇

○ 〇 1定期考査 ○

総合問題演習

既習事項の基礎・応用の問題に取り

組む

１
学
期

1○ 〇

20

定期考査 ○

総合問題演習

既習事項の基礎・応用の問題に取り

組む

○

【知識・技能】既習事項を確認し、問題の解

法へつなげることができる。

【思考・判断・表現】問題の解法を、解法の

記述の手法に則り記述することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】問題の解法

を、より洗練された記述にしようとする。

○ ○



〇 1

○ 27

○ 24

合計

117

定期考査

○ 22

1○ ○定期考査

○

３
学
期

総合問題演習

大学入試問題による演習

【知識・技能】既習事項を確認し、問題の解

法へつなげることができる。

【思考・判断・表現】問題の解法を、解法の

記述の手法に則り記述することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】問題の解法

を、より洗練された記述にしようとする。

○ ○

２
学
期

総合問題演習

大学入試問題による演習

【知識・技能】既習事項を確認し、問題の解

法へつなげることができる。

【思考・判断・表現】問題の解法を、解法の

記述の手法に則り記述することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】問題の解法

を、より洗練された記述にしようとする。

○ ○

総合問題演習

大学入試問題による演習

【知識・技能】既習事項を確認し、問題の解

法へつなげることができる。

【思考・判断・表現】問題の解法を、解法の

記述の手法に則り記述することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】問題の解法

を、より洗練された記述にしようとする。

○ ○

○



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目：　物理基礎演習 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査

投下速度直線運動，および，運動方程式を理解することができる。

力学の問題について理解し，問題演習に取り組むことができる。

波動の性質について理解し，問題演習に取り組むことが出来る。

電磁気の基本的な性質について理解し，問題演習に取り組むことができる。

原子単元について理解し，問題演習に取り組むことができる。

・物理基礎の全範囲 【知識及び技能】

・物理基礎で学んだ反応や現象を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　　　　　　　　　　　　　

・思考・判断の過程を運動方程式を使うなどして表現しよう

とする。

【主体的に学習に取り組む態度】

・見通しをもって問題演習に取り組んでいる。
○ ○

・物理基礎の全範囲

投下速度直線運動，および，運動方程式を理解することができる。

力学の問題について理解し，問題演習に取り組むことができる。

波動の性質について理解し，問題演習に取り組むことが出来る。

電磁気の基本的な性質について理解し，問題演習に取り組むことができる。

原子単元について理解し，問題演習に取り組むことができる。

・物理基礎の全範囲 【知識及び技能】

・物理基礎で学んだ反応や現象を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　　　　　　　　　　　　　

・思考・判断の過程を運動方程式を使うなどして表現しよう

とする。

【主体的に学習に取り組む態度】

・見通しをもって問題演習に取り組んでいる。
○ ○

○

【知識及び技能】

・物理基礎で学んだ反応や現象を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　　　　　　　　　　　　　

・思考・判断の過程を運動方程式を使うなどして表現しよう

とする。

【主体的に学習に取り組む態度】

・見通しをもって問題演習に取り組んでいる。

○ 7

合計

39

配当
時数

１
学
期

投下速度直線運動，および，運動方程式を理解することができる。

力学の問題について理解し，問題演習に取り組むことができる。

波動の性質について理解し，問題演習に取り組むことが出来る。

電磁気の基本的な性質について理解し，問題演習に取り組むことができる。

原子単元について理解し，問題演習に取り組むことができる。

・物理基礎の全範囲 【知識及び技能】

・物理基礎で学んだ反応や現象を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　　　　　　　　　　　　　

・思考・判断の過程を運動方程式を使うなどして表現しよう

とする。

【主体的に学習に取り組む態度】

・見通しをもって問題演習に取り組んでいる。

○ ○ ○ 6

投下速度直線運動，および，運動方程式を理解することができる。

力学の問題について理解し，問題演習に取り組むことができる。

波動の性質について理解し，問題演習に取り組むことが出来る。

電磁気の基本的な性質について理解し，問題演習に取り組むことができる。

原子単元について理解し，問題演習に取り組むことができる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○定期考査

7○

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するするために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。

実験内容や結果を日常生活や既習内容と関連づけることで
きる。物理基礎で得た知識・技能をもとに、実験を見通し
をもって取り組んでいる。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 物理基礎演習
理科 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
物理的な事物・現象に対する探究心を高め，学習内容の原理や法則を正しく理解し
ている。安全に留意し，正しい操作で実験を行うことができる。

物理基礎で身につけた知識・技能をもとに、
物理的な事象から共通点や相違点を見つけ，
文字や式で自分の考えを表現できる。

第一学習社　物理基礎

理科

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

物理

【 知　識　及　び　技　能 】

物理的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，物理的に探究する能力と態度を育てるとともに，物理の基本的な概念や原理・法則の理解
を深め，科学的な自然観を育成する。

２
学
期

定期考査 ○ ○ 1

○

○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

○ ○ ○ 6

３
学
期

定期考査 ○ ○

9

・共通テストの過去問から頻出の問題を用いて、解答する練習を行う。 ・物理基礎の全範囲 【知識及び技能】

・物理基礎で学んだ反応や現象を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　　　　　　　　　　　　　

・思考・判断の過程を運動方程式を使うなどして表現しよう

とする。

【主体的に学習に取り組む態度】

・見通しをもって問題演習に取り組んでいる。

○ ○



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・共通テストの過去問から頻出の問題を用いて、解答する練習を行う。　　

　・国立大学、私立大学の頻出の入試問題を解答する練習を行う。

共通試験対策演習

二次試験対策演習

【知識及び技能】

・基本的な物理公式を用いた問いが正しく解ける。

【思考力、判断力、表現力等】　

・物理公式を説明できる。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　・問題を見いだし見通しをもって観察，実験など

を行い，科学的に考察し表現しようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

・実験内容や結果を日常生活や既習ないようと関連づけるこ

とできる。

・実験を見通しをもって取り組んでいる。

２
学
期

・水素の原子半径の概念を理解し、自ら基本式からボーア半径を式変形で導

くことができる。

・質量欠損や核分裂についてのイメージを自分の言葉で説明できる。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・国立大学、私立大学の頻出の入試問題を解答する練習を行う。　　　　　

　　

・共通テストの過去問から頻出の問題を用いて、解答する練習を行う。

・原子

・問題演習

【知識及び技能】

・量子条件と振動数条件からボーア半径を導ける。

・質量欠損や核分裂についてイメージを持てる。

【思考力、判断力、表現力等】

　問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，物

理的に考察し表現しようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

・実験内容や結果を日常生活や既習ないようと関連づけるこ

とできる。

・実験を見通しをもって取り組んでいる。

○ ○

・熱

・原子

・国立大学、私立大学の頻出の入試問題を解答する練習を行う。　　　　　

　　・共通テストの過去問から頻出の問題を用いて、解答する練習を行う。

大学入試問題演習 【知識及び技能】

・物理基礎、物理で学んだ反応や現象を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　　　　　　　　　　　　　

・入試問題を物理基礎や物理で学んだ知識をもとに解答しよ

うとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　・問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを

行い，科学的に考察し表現しようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

・実験内容や結果を日常生活や既習ないようと関連づけるこ

とできる。

・実験を見通しをもって取り組んでいる。

○

【知識・技能】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　・ボイル・シャルルの法則や気体の状態方程

式を用いて、圧力や体積の計算ができる。

・光電効果の説明ができる。　　　　　　　　　　　　　　

　　　　・光電効果が起こる原因を説明できる。

・安全に留意し，正しい操作で実験を行うことができる。

【思考・判断・表現】　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　・物理的な事象から共通点や相違点を見つけ，原理

や法則を説明できる。　

【主体的に学習に取り組む態度】

・実験内容や結果を日常生活や既習内容と関連づけることで

定期考査

31

合計

156

配当
時数

１
学
期

・電磁気の交流分野を理解するとともに，それらを日常生活や科学技術と関

連付けて考察する。

・波の特徴を基本式から理解する。

・ドップラー効果の原理と公式を自ら導出する方法を身につける。

・光の干渉の公式を理解し、身近な現象に関連づける。

・電磁気（交流）

・波動（基本式・ドップラー）

・音

・光

【知識及び技能】

・電磁気・波動の交流公式を書ける。

・学習内容の原理や法則を正しく理解している。

・安全に留意し，正しい操作で実験を行うことができる。

【思考力、判断力、表現力等】　

・物理的な事象から共通点や相違点を見つけ，原理や法則を

説明できる。

・ドップラー効果の公式を導くことができる。　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【主体的に学習に取り組む態度】】

・実験内容や結果を日常生活や既習内容と関連づけることで

○ ○ ○ 27

・ボイルの法則、シャルルの法則、ボイル・シャルルの法則、気体の状態方

程式を理解する。体積・圧力・気温をボイル・シャルルの法則や気体の状態

方程式から求めることができる。

・光電効果を理解する。また、実験を通して、光子がどのように移動するの

かをイメージできるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○ ○定期考査

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するするために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。

実験内容や結果を日常生活や既習内容と関連づけることで
きる。物理基礎で得た知識・技能をもとに、実験を見通し
をもって取り組んでいる。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 理系物理
理科 理系物理 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
物理的な事物・現象に対する探究心を高め，学習内容の原理や法則を正しく理解し
ている。安全に留意し，正しい操作で実験を行うことができる。

物理基礎で身につけた知識・技能をもとに、
物理的な事象から共通点や相違点を見つけ，
文字や式で自分の考えを表現できる。

第一学習社　物理

理科

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

物理

【 知　識　及　び　技　能 】

物理的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，物理的に探究する能力と態度を育てるとともに，物理の基本的な概念や原理・法則の理解
を深め，科学的な自然観を育成する。

○ ○ ○ 1

定期考査 ○ ○ ○ 1

○ ○ ○ 27

31○

定期考査 ○ ○ ○ 1

36３
学
期

定期考査 0



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査

２
学
期

化学と人間生活との関わり，および，化学が人間生活を支えていることを理

解することができる。

物質の構成粒子について理解し，問題演習に取り組むことができる。

化学結合について理解し，問題演習に取り組むことが出来る。

物質量と化学反応式について理解し，問題演習に取り組むことができる。

酸と塩基について理解し，問題演習に取り組むことができる。

酸化還元反応について理解し，問題演習に取り組むことができる。

・化学基礎の全範囲 【知識及び技能】

・化学基礎で学んだ反応や現象を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　　　　　　　　　　　　　

・思考・判断の過程を化学反応式を使うなどして表現しよう

とする。

【主体的に学習に取り組む態度】

・見通しをもって問題演習に取り組んでいる。
○ ○

・化学基礎の全範囲

化学と人間生活との関わり，および，化学が人間生活を支えていることを理

解することができる。

物質の構成粒子について理解し，問題演習に取り組むことができる。

化学結合について理解し，問題演習に取り組むことが出来る。

物質量と化学反応式について理解し，問題演習に取り組むことができる。

酸と塩基について理解し，問題演習に取り組むことができる。

酸化還元反応について理解し，問題演習に取り組むことができる。

・化学基礎の全範囲 【知識及び技能】

・化学基礎で学んだ反応や現象を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　　　　　　　　　　　　　

・思考・判断の過程を化学反応式を使うなどして表現しよう

とする。

【主体的に学習に取り組む態度】

・見通しをもって問題演習に取り組んでいる。
○ ○

○

【知識及び技能】

・化学基礎で学んだ反応や現象を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　　　　　　　　　　　　　

・思考・判断の過程を化学反応式を使うなどして表現しよう

とする。

【主体的に学習に取り組む態度】

・見通しをもって問題演習に取り組んでいる。

合計

39

配当
時数

１
学
期

化学と人間生活との関わり，および，化学が人間生活を支えていることを理

解することができる。

物質の構成粒子について理解し，問題演習に取り組むことができる。

化学結合について理解し，問題演習に取り組むことが出来る。

物質量と化学反応式について理解し，問題演習に取り組むことができる。

酸と塩基について理解し，問題演習に取り組むことができる。

酸化還元反応について理解し，問題演習に取り組むことができる。

・化学基礎の全範囲 【知識及び技能】

・化学基礎で学んだ反応や現象を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　　　　　　　　　　　　　

・思考・判断の過程を化学反応式を使うなどして表現しよう

とする。

【主体的に学習に取り組む態度】

・見通しをもって問題演習に取り組んでいる。

○ ○ ○ 6

化学と人間生活との関わり，および，化学が人間生活を支えていることを理

解することができる。

物質の構成粒子について理解し，問題演習に取り組むことができる。

化学結合について理解し，問題演習に取り組むことが出来る。

物質量と化学反応式について理解し，問題演習に取り組むことができる。

酸と塩基について理解し，問題演習に取り組むことができる。

酸化還元反応について理解し，問題演習に取り組むことができる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○定期考査

・共通テストの過去問から頻出の問題を用いて、解答する練習を行う。

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するするために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。

・見通しをもって問題演習に取り組んでいる。

【学びに向かう力、人間性等】

理科
理科 化学基礎演習 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め，学習内容の
原理や法則を正しく理解している。

化学的な事象から共通点や相違点を見つけ，
原理や法則を説明できる。

数研出版「チェック＆演習　化学基礎」・啓林館　「化学基礎」

理科

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎演習

【 知　識　及　び　技　能 】

日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め，目的意識をもって観察などを行い，化学的に探究する能力と態度を育てるとともに，化学の基本的な原理
・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。

化学基礎演習

1

○
9

○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

○ ○ ○ 6

7○

○ 7

・化学基礎の全範囲

３
学
期

定期考査 ○ ○

定期考査 ○ ○

【知識及び技能】

・化学基礎で学んだ反応や現象を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　　　　　　　　　　　　　

・思考・判断の過程を化学反応式を使うなどして表現しよう

とする。

【主体的に学習に取り組む態度】

・見通しをもって問題演習に取り組んでいる。

○ ○



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

定期考査 ○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

53

○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

○ ○ ○ 41

47○

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するするために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。

・実験内容や結果を日常生活や既習内容と関連づけること
できる。
・化学基礎で得た知識・技能をもとに、実験を見通しをも
って取り組んでいる。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学
理科 化学 6

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
化学的な事物・現象に対する探究心を高め，学習内容の原理や法則を正しく理解し
ている。安全に留意し，正しい操作で実験を行うことができる。

化学基礎で身につけた知識・技能をもとに、
化学的な事象から共通点や相違点を見つけ，
文字や式で自分の考えを表現できる。

啓林館　「化学」

理科

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

化学

【 知　識　及　び　技　能 】

化学的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，化学的に探究する能力と態度を育てるとともに，化学の基本的な概念や原理・法則の理解
を深め，科学的な自然観を育成する。

47

合計

234

配当
時数

１
学
期

有機化合物の分類と特徴を理解するとともに，それらを日常生活や社会と関

連付けて考察する。有機化合物の特徴を構成元素から理解する。組成式、分

子式、構造式で化合物を表す方法を身につける。物質の化学的性質を決める

官能基を覚え、示性式を正しく書けるようにする。脂肪族炭化水素である、

アルカン、アルケン、アルキン、アルコール、エーテル、アルデヒド、ケト

ン、カルボン酸、エステルの構造、反応、性質を官能基をもとに理解し、有

機化合物の特有の反応を推定できるとうにする。芳香族化合物ではベンゼン

環の安定性を理解し、日常生活に身近な物質を合成できることを系統的に理

解させる。

・有機化学

・物質の状態変化

【知識及び技能】

・有機化合物を分子式、構造式、示性式で正しく書ける。

・学習内容の原理や法則を正しく理解している。

・安全に留意し，正しい操作で実験を行うことができる。

【思考力、判断力、表現力等】　

・化学的な事象から共通点や相違点を見つけ，原理や法則を

説明できる。

・異性体を書き分けることができる。　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　・官能基をもとに、化合物の

性質、反応を推定できる。

【主体的に学習に取り組む態度】】

・実験内容や結果を日常生活や既習内容と関連づけることで

きる。

○ ○ ○ 41

・気体の性質では、ボイルの法則、シャルルの法則、ボイル・シャルルの法

則、気体の状態方程式を理解する。未知の気体の分子量を、ボイル・シャル

ルの法則や気体の状態方程式から求めることができる。　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　・溶液の性質では、溶解度、沸点上昇、凝固点降下

を理解する。また、浸透圧を学び、半透膜を通して、溶質、溶媒がどのよう

に移動するのかをイメージできるようにする。さらに、コロイドについて学

び、透析や電気泳動がどのように起こるのかをコロイド性質から推定できる

ようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・反応速度では、過

酸化水素の分解反応の実験をもとに、反応物、生成物の濃度がどのように変

化するのかを学び、反応速度式、反応速度定数を計算できるようにする。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・可逆反応や不可逆反応について学び、化学平衡とはどのような状態かをイ

メージできるようにする。化学平衡の法則の式から平衡定数を求めることが

できるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○定期考査

・共通テストの過去問から頻出の問題を用いて、解答する練習を行う。　　

　・国立大学、私立大学の頻出の入試問題を解答する練習を行う。

共通試験対策演習

二次試験対策演習

【知識及び技能】

・化学基礎、化学で学んだ反応や現象を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　　　　　　　　　　　　　

・入試問題を化学基礎や化学で学んだ知識をもとに解答しよ

うとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　・問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを

行い，科学的に考察し表現しようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

・実験内容や結果を日常生活や既習ないようと関連づけるこ

とできる。

・実験を見通しをもって取り組んでいる。

２
学
期

・高分子化合物の概念を理解し、その代表的な名前、構造、製法を学ぶ。1

学期に学んだ有機化合物の基礎知識をもとに、重合反応や縮合反応で高分子

化合物が合成される反応式を書けるようにする。　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　・ポリエステルやポリアミドなどの化合物の名称

や構造、製法を学び、構造をもとに日常生活のどのような場面で利用されて

いるのかを説明できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・アミノ酸やタンパク

質については、αーアミノ酸の構造や、代表的な化合物の構造式や名称を覚

える。アミノ酸の性質では、双性イオン、等電点を学び、水溶液中の平衡に

ついて説明できるようにする。アミノ酸の多数が縮合重合してできているタ

ンパク質についても、構造、性質、検出反応を理解する。　　　

・DNAについてはDNA、RNAの構成要素や構成塩基を覚え、性質や反応を説

明できるようにする。

・高分子化合物

・食品と衣料の化学

・材料の化学

・生命と物質

【知識及び技能】

・代表的な高分子化合物の名称や構造式を書ける。　　　　

　　　　　　　　　・付加重合や縮合重合で高分子化合物を

合成する反応式が書ける。

【思考力、判断力、表現力等】

　問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科

学的に考察し表現しようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

・実験内容や結果を日常生活や既習ないようと関連づけるこ

とできる。

・実験を見通しをもって取り組んでいる。

○ ○

・気体の性質

・溶液の性質

・反応速度

・化学平衡

・国立大学、私立大学の頻出の入試問題を解答する練習を行う。　　　　　

　　・共通テストの過去問から頻出の問題を用いて、解答する練習を行う。

大学入試問題演習 【知識及び技能】

・化学基礎、化学で学んだ反応や現象を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　　　　　　　　　　　　　

・入試問題を化学基礎や化学で学んだ知識をもとに解答しよ

うとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　・問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを

行い，科学的に考察し表現しようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

・実験内容や結果を日常生活や既習ないようと関連づけるこ

とできる。

・実験を見通しをもって取り組んでいる。

○

【知識・技能】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　・ボイル・シャルルの法則や気体の状態方程

式を用いて、圧力や体積の計算ができる。

・溶解度の計算ができる。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　・沸点上昇、凝固点降下が起こる原因を粒子で説明で

きる。

・安全に留意し，正しい操作で実験を行うことができる。

【思考・判断・表現】　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　・化学的な事象から共通点や相違点を見つけ，原理

や法則を説明できる。　

【主体的に学習に取り組む態度】

・実験内容や結果を日常生活や既習内容と関連づけることで

きる。

・実験を見通しをもって取り組んでいる。

定期考査



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

　定期考査 ○ ○

○ ○

9

　定期考査 ○ ○ 1

○

　生物基礎の全範囲 【知識及び技能】

・生物基礎で学んだ事象を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　　　　　　　　

　　　　　

・思考・判断のが正しく行われ正答出来たか。

【主体的に学習に取り組む態度】

・見通しをもって問題演習に取り組めたか。

○ ○

1

　定期考査 ○ ○ 1

○ ○ ○ 7

7○

　定期考査

　定期考査

1学年で学んだ内容について全体を把握し、分野ごとの基本的な事柄とこと
ばの意味を理解する。

実験の方法と結果を正しく解釈し、結果
の予測と結果の考察をする力を身に付け
る。

東京書籍「生物基礎」（生基701）

理科

観察、実験などの結果を正しく記述し、事実の解釈と考察を行うことによって科学的に探究する能力を養う。

自然の事物や現象に興味を持ち、科学的な思考をもって主体的に探究しようとする態度を養う。

生物基礎演習

【 知　識　及　び　技　能 】

1学年で学んだ生物基礎の知識をもとに、生命現象についての発展的・応用的な課題に取り組み、科学的思考に基づき見通しを持って問題解決ができる能力を養う。

生物基礎演習

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するするために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。

問題演習に取り組んで正答を確認し、正答の根
拠を正しく認識する。

【学びに向かう力、人間性等】

理科
理科 生物基礎演習 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ 7

合計

39

配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】

・生物は共通性と多様性を併せ持つ存在であることを理解し，　

　具体的な事象とこれらの関連性を見出す能力を身に付ける。

・物質代謝とエネルギー代謝を理解し，生物の代謝を解明した　　

　科学的な方法や技術を学ぶ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　

【思考力、判断力、表現力等】

　実験・実習の結果を正しく記録する事を通して表現力を養　

　い，結果を深く考察する能力を身に付ける。

【主体的に学習に取り組む態度】

生物の特徴

　・生物の多様性と共通性

　・細胞の特徴

　・生態とATP

  ・生体内の化学反応

　・呼吸と光合成

【知識及び技能】

・生物の特徴について基本的な事柄や用語の意味

を理解しているか。

【思考力、判断力、表現力等】　　　　　　　　

　　　　　

・実験の結果を正しく解釈し、結果が示す意味を

正しく読み取ることが出来たか。

【主体的に学習に取り組む態度】

・見通しをもって問題演習に取り組めたか。

○ ○ ○ 5

【知識及び技能】

・体細胞分裂の過程における染色体とDNAの関係について理解　

　しているか。

・ＤＮＡの遺伝情報とタンパク質の関係を理解し，塩基配列を

　ペプチドに変換する事ができる。

・神経系と内分泌系による体内の恒常性維持の仕組みを理解

　し，体内環境を整える意味や方法を考える。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　

【思考力、判断力、表現力等】

　実験・実習の結果を正しく記録する事を通して表現力を養　

　い，結果を深く考察する能力を身に付ける。

【主体的に学習に取り組む態度】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○

　共通テストの過去問から頻出の問題を用いて、解答する練習　

　を行う。

２
学
期

【知識及び技能】

・神経系と内分泌系による体内の恒常性維持の仕組みを理解

　し，体内環境を整える意味や方法を考える。

・自然免疫と適応免疫の仕組みを理解し，免疫に関する実験の　

　結果を正しく読み取り考察することができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　

【思考力、判断力、表現力等】

　実験・実習の結果を正しく記録する事を通して表現力を養　

　い，結果を深く考察する能力を身に付ける。

【主体的に学習に取り組む態度】

　ヒトの体の調節に関する事物・現象を具体的に上げ，科学的　

　に分析しようとする態度を養う。

ヒトの体の調節

　・血糖濃度の調節と体温　

　　の調節

　・免疫のしくみ

　・免疫記憶

　・免疫と様々な疾患

【知識及び技能】

・ヒトの体の調節について基本的な事柄や用語の

意味を理解しているか。

【思考力、判断力、表現力等】　　　　　　　　

　　　　　

・実験の結果を正しく解釈し、結果が示す意味を

正しく読み取ることが出来たか。

【主体的に学習に取り組む態度】

・見通しをもって問題演習に取り組めたか。

○ ○

遺伝子とその働き

　・DNAの構造と複製

　・DNAのタンパク合成

　・細胞の分化と遺伝子

ヒトの体の調節

　・神経系による情報伝達

　・ホルモンによる情報伝達

　

【知識及び技能】

・生態系の概念を理解し，生態系のバランスと人為的攪乱を関　

　連付けて生態系保全の必要性を表現できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　

【思考力、判断力、表現力等】

　実験・実習の結果を正しく記録する事を通して表現力を養　

　い，結果を深く考察する能力を身に付ける。

【主体的に学習に取り組む態度】

　生物の多様性と生態系に関する事物・現象を具体的に上げ，　

　科学的に分析しようとする態度を養う。

生物の多様性と生態系

　・植生とその環境

　・植生の遷移

　・遷移とバイオーム

　・生態系における生物多　　

　

　　様性

　・生態における生物間の　　

　　関係

　・生態系と撹乱

　・生態系の保全

【知識及び技能】

・生物の多様性と生態系について基本的な事柄や

用語の意味を理解しているか。

【思考力、判断力、表現力等】　　　　　　　　

　　　　　

・実験の結果を正しく解釈し、結果が示す意味を

正しく読み取ることが出来たか。

【主体的に学習に取り組む態度】

・見通しをもって問題演習に取り組めたか。

○ ○

○

【知識及び技能】

・遺伝子とその働きとヒトの体の調節について基

本的な事柄や用語の意味を理解しているか。

【思考力、判断力、表現力等】　　　　　　　　

　　　　　

・実験の結果を正しく解釈し、結果が示す意味を

正しく読み取ることが出来たか。

【主体的に学習に取り組む態度】

・見通しをもって問題演習に取り組めたか。



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ Ｃ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

定期考査 ○ ○

36

定期考査 ○ ○ 1

○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

○ ○ ○ 27

○

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するするために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。

生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環
境の保全に寄与する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 理系生物

定期考査

理系生物 4

東京書籍　「生物」

理科

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

理系生物

【 知　識　及　び　技　能 】

生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的
に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な
技能を身に付けるようにする。

【知識及び技能】

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

【思考力、判断力、表現力等】

31

合計

156

配当
時数

１
学
期

１．生命現象と物質

【知識及び技能】　　　　　　　　

生命現象と物質について，観察，実験などを行い、基本的な

概念や原理・法則の理解を深め、科学的に探究するために必

要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付ける。　

　　　　　　　　　

【思考力、判断力、表現力等】

生命現象と物質について、観察、実験などを通して探究し、

生命現象と物質についての特徴を見出して表現する。　

【学びに向かう力、人間性等】　　

生命現象と物質に関する事物・現象に主体的に関わり，科学

的に探究しようとする態度と生命を尊重する態度を養う。

・指導事項

生命現象と物質

・主な実験、観察、ワー

ク

分子標的薬の調査および

発表、タンパク質の三次

元解析、発酵の実験、光

合成色素の抽出

・教材

東京書籍　生物、第一学

習社　スクエア最新図説

【知識・技能】

生命現象と物質について，基本的な概念や原理・

法則を理解しているとともに、科学的に探究する

ために必要な観察、実験などに関する基本的な技

能を身に付けている。　　　　　　　　　　

【思考力、判断力、表現力等】

生命現象と物質について、観察、実験などを通し

て探究し、生物の進化についての特徴を見出して

表現している。　

【学びに向かう力、人間性等】　　

生命現象と物質に関する事物・現象に主体的に関

わり，見通しをもったり振り返ったりするなど科

学的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 27

２．遺伝情報の発現と発生

【知識及び技能】　　　　　　　　

遺伝情報の発現と発生について，観察，実験などを行い、基

本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的に探究するた

めに必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付け

る。　　　　　　　　　　

【思考力、判断力、表現力等】

遺伝情報の発現と発生について、観察、実験などを通して探

究し、遺伝子発現の調節の特徴を見出して表現する。　

【学びに向かう力、人間性等】　　

遺伝情報の発現と発生に関する事物・現象に主体的に関わり

，科学的に探究しようとする態度と生命を尊重する態度を養

う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○

31

理科

４．総合演習

【知識及び技能】　　　　　　　　

生物学の基本的な概念や原理・原則の理解を深め、科学的に

探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能

を活用して課題に取り組む。　　　　　　　　　　

【思考力、判断力、表現力等】

観察、実験の結果について、分析して解釈し、表現するなど

、科学的に探究する。　

【学びに向かう力、人間性等】　　

生物や生命現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとす

る態度を養う。

・指導事項

生物基礎、生物の全範囲

・主な実験、観察、ワー

ク

問題演習

・教材

東京書籍　生物、第一学

習社　スクエア最新図説

生物、思考力・判断力・

表現力を養う生物実験・

考察問題集

【知識及び技能】

生物学の基本的な概念や原理・法則を理解してい

るとともに、科学的に探究するために必要な観察

、実験などに関する基本的な技能を身に付けてい

る。　　

【思考力、判断力、表現力等】　　　　　　　　

　　　　　

生物や生物現象から問題を見いだし、見通しをも

って観察、実験などを行い、得られた結果を分析

して解釈し、表現するなど、科学的に探究してい

る。

【主体的に学習に取り組む態度】

生物や生命現象に主体的に関わり、見通しをもっ

２
学
期

２．遺伝情報の発現と発生

【知識及び技能】　　　　　　　　

遺伝情報の発現と発生について，観察，実験などを行い、基

本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的に探究するた

めに必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付け

る。　　　　　　　　　　

【思考力、判断力、表現力等】

遺伝情報の発現と発生について、観察、実験などを通して探

究し、遺伝情報の発現と発生との関係性を見出して表現する

。　

【学びに向かう力、人間性等】　　

遺伝情報の発現と発生に関する事物・現象に主体的に関わり

・指導事項

遺伝情報の発現と発生

・主な実験、観察、ワー

ク

大腸菌の遺伝子組換え、

ニワトリ胚発生の観察

・教材

東京書籍　生物、第一学

習社　スクエア最新図説

生物

【知識・技能】

遺伝情報の発現と発生について，基本的な概念や

原理・法則を理解しているとともに、科学的に探

究するために必要な観察、実験などに関する基本

的な技能を身に付けている。　　　　　　　　　

　

【思考力、判断力、表現力等】

遺伝情報の発現と発生について、観察、実験など

を通して探究し、生物の進化についての特徴を見

出して表現している。　

【学びに向かう力、人間性等】　　

遺伝情報の発現と発生に関する事物・現象に主体

○ ○

・指導事項

遺伝情報の発現と発生

・主な実験、観察、ワー

ク

手動PCR、電気泳動

・教材

東京書籍　生物、第一学

習社　スクエア最新図説

生物

３．総合演習

【知識及び技能】　　　　　　　　

生物学の基本的な概念や原理・原則の理解を深め、科学的に

探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能

を活用して課題に取り組む。　　　　　　　　　　

【思考力、判断力、表現力等】

観察、実験の結果について、分析して解釈し、表現するなど

、科学的に探究する。　

【学びに向かう力、人間性等】　　

生物や生命現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとす

る態度を養う。

・指導事項

生物基礎、生物の全範囲

・主な実験、観察、ワー

ク

問題演習

・教材

東京書籍　生物、第一学

習社　スクエア最新図説

生物、思考力・判断力・

表現力を養う生物実験・

【知識及び技能】

生物学の基本的な概念や原理・法則を理解してい

るとともに、科学的に探究するために必要な観察

、実験などに関する基本的な技能を身に付けてい

る。　　

【思考力、判断力、表現力等】　　　　　　　　

　　　　　

生物や生物現象から問題を見いだし、見通しをも

って観察、実験などを行い、得られた結果を分析

して解釈し、表現するなど、科学的に探究してい

る。

【主体的に学習に取り組む態度】

○

【知識・技能】

遺伝情報の発現と発生について，基本的な概念や

原理・法則を理解しているとともに、科学的に探

究するために必要な観察、実験などに関する基本

的な技能を身に付けている。　　　　　　　　　

　

【思考力、判断力、表現力等】

遺伝情報の発現と発生について、観察、実験など

を通して探究し、生物の進化についての特徴を見

出して表現している。　

【学びに向かう力、人間性等】　　

遺伝情報の発現と発生に関する事物・現象に主体

的に関わり，見通しをもったり振り返ったりする

定期考査
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年間授業計画　

高等学校 令和８年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

701現代高等保健体育（大修館書店）

保健体育

 運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

 生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

2

　運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組
む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一
人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てると
ともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継続して
運動に親しむ態度を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
　運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや
喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続する
ことができるようにするため、運動の多様性や体力の必要
性について理解するとともに、それらの技能を身に付ける
ようにする。

　生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見
し、合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。

○

評価規準 知

40

○

単元の具体的な指導目標

球技・ネット型（テニス）

【知識及び技能】

　適切なラケット操作とボールコントロールに

よってショートラリー、グランドストロールの

ラリーを行うことができる。またゲームの進め

方と基本のルールを理解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】　

　同じグループの仲間や自己の動きを分析して

、良い点や修正点を指摘することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　テニスに主体的に取り組むとともに、フェア

なプレーを大切にしようとすること、合意形成

に貢献しようとすること、一人一人の違いに応

じたプレーなどを大切にしようとすること、互

いに助け合い高め合おうとすることなどや健康

・安全を確保することができる。

○ ○○

保健体育 体育
保健体育 体育 3

○

１
学
期

球技・ゴール型（サッカー）

【知識及び技能】

 

安定したボール操作と空間を作りだすなどの動

きによってゴール前への侵入などから攻防をす

る。　

【思考力、判断力、表現力等】　

　攻防などの自己やチームの課題を発見し、合

理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す

るとともに、自己や仲間の考えたことを他者に

伝えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　ラグビーに主体的に取り組むとともに、フェ

アなプレーを大切にしようとする。作戦などに

ついての話合いに貢献しようとすること、一人

一人の違いに応じたプレーなどを大切にしよう

とすること、互いに助け合い教え合おうとする

ことなどや、健康・安全を確保することができ

【知識及び技能】

 

安定したボール操作と空間を作りだすなどの動きによってゴ

ール前への侵入などから攻防をすることができた。

【思考力、判断力、表現力等】　

　攻防などの自己やチームの課題を発見し、合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の

考えたことを他者に伝えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　ラグビーに自主的に取り組むとともに、フェアなプレーを

大切にしようとした。作戦などについての話合いに貢献しよ

うとすること、一人一人の違いに応じたプレーなどを大切に

しようとすること、互いに助け合い教え合おうとすることな

どや、健康・安全を確保することができた。

○

球技・ゴール型（バスケットボール）

【知識及び技能】

　パス、ドリブルなどのボール操作と空間を作

りだすなどの動きによってゴール前への侵入し

、シュートにつなげることができる。システム

を理解し、集団的技能としてチームで連携した

防御ができる。

【思考力、判断力、表現力等】　

　攻防などにおいて自己やチームの課題を発見

し、合理的な解決に向けて運動の取り組み

方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

バスケットボールに主体的に取り組むとともに

、フェアなプレイを大切にしようとする。また

、互いに助け合い教え合おうとすることなどや

【知識及び技能】

　パス、ドリブルなどのボール操作と空間を作りだすなどの

動きによってゴール前への侵入し、シュートにつなげること

ができる。システムを理解し、集団的技能としてチームで連

携した防御ができた。

【思考力、判断力、表現力等】　

　攻防などにおいて自己やチームの課題を発見し、合理的な

解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や

仲間の考えたことを他者に伝えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

バスケットボールに主体的に取り組むとともに、フェアなプ

レイを大切にしようとする。また互いに助け合い教え合おう

とすることなどや健康・安全を確保することができた。

〇

体育理論

【知識】

　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発

展について理解する。　

【思考力、判断力、表現力等】　

　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発

展について、課題を発見し、よりよい解決に向

けて思考し判断するとともに、他者に伝えるこ

とができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発

展についての学習に自主的に取り組む。

・スポーツの始まりと変遷

・文化としてのスポーツ

【知識】

　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展について理

解している。

【思考・判断・表現】　

　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展について、

課題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断するととも

に、他者に伝えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展についての

学習に自主的に取り組んだ。

○

前期２時間授業

下記３種目より

１種目を選択

・バスケットボール

（女子）

・バスケットボール

（男子）

・卓球

・ソフトボール

体つくり運動

通年１時間授業

下記３種目より

１種目を選択

・硬式テニス

・バドミントン

・フライングディスク

 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

【知識及び技能】

　適切なラケット操作とボールコントロールを身に付け、シ

ョートラリー、グランドストロールのラリーを行うことがで

きた。ゲームの進め方や基本のルールを理解することができ

る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　同じグループの仲間や自己の動きを分析して、良い点や修

正点を指摘することができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　テニスに主体的に取り組むとともに、フェアなプレーを大

切にしようとすること、合意形成に貢献しようとすること、

一人一人の違いに応じたプレーなどを大切にしようとするこ

と、互いに助け合い高め合おうとすることなどや健康・安全

を確保することができた。

指導項目・内容

球技・ネット型（卓球）

【知識及び技能】

　適切なラケット操作とボールコントロールに

よってラリーを行うことができる。またゲーム

の進め方と基本のルールを理解することができ

る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　同じグループの仲間や自己の動きを分析して

、良い点や修正点を指摘することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　卓球に主体的に取り組むとともに、フェアな

プレーを大切にしようとすること、合意形成に

貢献しようとすること、一人一人の違いに応じ

たプレーなどを大切にしようとすること、互い

に助け合い高め合おうとすることなどや健康・

安全を確保することができる。

【知識及び技能】

　適切なラケット操作とボールコントロールを身に付け、ラ

リーを行うことができた。ゲームの進め方や基本のルールを

理解することができた。

【思考力、判断力、表現力等】　

　同じグループの仲間や自己の動きを分析して、良い点や修

正点を指摘することができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　テニスに主体的に取り組むとともに、フェアなプレーを大

切にしようとすること、合意形成に貢献しようとすること、

一人一人の違いに応じたプレーなどを大切にしようとするこ

と、互いに助け合い高め合おうとすることなどや健康・安全

を確保することができた。

○ ○ ○

○

〇 〇

思 態



合計
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2〇〇
・スポーツが経済に及ぼす効果体育理論

〇
２
学
期

〇

【知識及び技能】

 

安定したディスク操作と空間を作りだすなどの動きによって

攻防をすることができた。

【思考力、判断力、表現力等】　

　攻防などの自己やチームの課題を発見し、合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の

考えたことを他者に伝えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　フライングディスクに自主的に取り組むとともに、フェア

なプレーを大切にしようとした。作戦などについての話合い

に貢献しようとすること、一人一人の違いに応じたプレーな

どを大切にしようとすること、互いに助け合い教え合おうと

することなどや、健康・安全を確保することができた。

〇 〇

〇 〇

球技・ネット型（バドミントン）

【知識及び技能】

　適切なラケット操作と左右・高低に応じて使

い分けたストロークによって、ラリーを行うこ

とができる。またゲームの進め方と基本のルー

ルを理解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】　

　同じグループの仲間や自己の動きを分析して

、良い点や修正点を指摘することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　バドミントンに主体的に取り組むとともに、

フェアなプレーを大切にしようとすること、合

意形成に貢献しようとすること、一人一人の違

いに応じたプレーなどを大切にしようとするこ

と、互いに助け合い高め合おうとすることなど

や健康・安全を確保することができる。

球技・ネット型（バドミントン）

【知識及び技能】

　適切なラケット操作と左右・高低に応じて使い分けたスト

ロークによって、ラリーを行うことができる。またゲームの

進め方と基本のルールを理解することができた。

【思考力、判断力、表現力等】　

　同じグループの仲間や自己の動きを分析して、良い点や修

正点を指摘することができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　バドミントンに主体的に取り組むとともに、フェアなプレ

ーを大切にしようとすること、合意形成に貢献しようとする

こと、一人一人の違いに応じたプレーなどを大切にしようと

すること、互いに助け合い高め合おうとすることなどや健康

・安全を確保することができた。

後期２時間授業

下記３種目より

１種目を選択

・バドミントン

・硬式テニス

・サッカー

・体つくり運動

通年１時間授業

下記３種目より

１種目を選択

・硬式テニス

・バドミントン

・フライングディスク

〇

体育理論 ・スポーツの高潔さとドーピング

・スポーツと環境
〇

46

球技・ゴール型（フライングディスク）

【知識及び技能】

 

安定したディスク操作と空間を作りだすなどの

動きによって攻防をする。　

【思考力、判断力、表現力等】　

　攻防などの自己やチームの課題を発見し、合

理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す

るとともに、自己や仲間の考えたことを他者に

伝えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　フライングディスクに主体的に取り組むとと

もに、フェアなプレーを大切にしようとする。

作戦などについての話合いに貢献しようとする

こと、一人一人の違いに応じたプレーなどを大

切にしようとすること、互いに助け合い教え合

おうとすることなどや、健康・安全を確保する

ことができる。

3
学
期

後期２時間授業

下記３種目より

１種目を選択

・バドミントン

・硬式テニス

・サッカー

・体つくり運動

通年１時間授業

下記３種目より

１種目を選択

・硬式テニス

・バドミントン

・フライングディスク

〇 23

体つくり運動

【知識及び運動】

　体を動かす楽しさや心地よさを味わい、運動

を継続する意義、体の構造、運動の原則などを

理解する。

【思考力、判断力、表現力等】　

　自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、

自己や仲間の考えたことを他者に伝えることが

できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　体つくり運動に自主的に取り組むとともに、

互いに助け合い教え合おうとするこ

と、一人一人の違いに応じた動きなどを大切に

しようとすること、話合いに貢献し

ようとすることなどや、健康・安全を確保する

ことができる。

【知識及び運動】

　体を動かす楽しさや心地よさを味わい、運動を継続する意

義、体の構造、運動の原則などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　

　自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の

取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを

他者に伝えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　体つくり運動に自主的に取り組むとともに、互いに助け合

い教え合おうとすること、一人一人の違いに応じた動きなど

を大切にしようとすること、話合いに貢献し

ようとすることなどや、健康・安全を確保することができた

。

〇 〇

〇 〇 2

体つくり運動 ・体ほぐし運動

・実生活に生かす運動の計画
〇 〇 〇 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

使用教科書： （

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○

① 授業態度・ 提出物等

〇

○

○

ELEMENT III, Cutting Edge(Orange), LISTENING TRIAL STAGE 2.5, Reading Flash 3, ドラゴンイングリッシュ基本英文100）

〇

1

○

○

外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，
読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて
適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

○

20

1

20

態

1

23

○

23

配
当
時
数

○

思

○

○

○

○

○

〇

３
学
期

定期考査
〇

定期考査

〇

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関する語彙

を理解する。英語らしい発音を理解

し、聞き取る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　全体のパラグラフ構成を見通しな

がら、本文の内容が理解できる。ま

た本文に関連した英作文が書けるよ

うになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図

・Cutting Edge（Orange）

  Lesson 13 ～ 16

・ELEMENT III

  Lesson 9

・一人１台端末の活用

○ 〇

２
学
期

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関する語彙

を理解する。英語らしい発音を理解

し、聞き取る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　全体のパラグラフ構成を見通しな

がら、本文の内容が理解できる。ま

た本文に関連した英作文が書けるよ

うになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語
で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手のの意図などを的確に理解したり，これらを活用し
て適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

○○ ○

○ ○

① 定期考査：中間・期末

② ドラゴンイングリッシュ基本英文

　 小テスト

③ Cutting Edge 単語テスト

④ 音読テスト

⑤ Essay Writing

⑥ 提出物等

① 定期考査：中間・期末

② ドラゴンイングリッシュ基本英文

　 小テスト

③ Cutting Edge 単語テスト

④ 音読テスト

⑤ Essay Writing

⑥ 提出物等

〇

〇

〇 〇

〇

・「聞くこと」，「読むこと」
話されたり書かれたりする文章を聞いたり読んだ
りして，必要な情報を聞き取ったり読み取ったり
，話し手や書き手の意図を把握したり，概要や要
点などを目的に応じて捉えることができる。
・「話すこと［やり取り］,「話すこと［発表］
」,「書くこと」
情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意して話
したり書いたりして表現したり伝え合ったりでき
る。
・言語活動への取組に関して見通しを立てたり振
り返ったりして自らの学習を自覚的に捉えること
ができる。

〇

〇

〇

○

① 定期考査：中間・期末

② ドラゴンイングリッシュ基本英文

　 小テスト

③ Cutting Edge 単語テスト

④ 音読テスト

⑤ Essay Writing

⑥ 提出物等

領域

・Cutting Edge（Orange）

  Lesson 9 ～ 12

・ELEMENT III

  Lesson 7

・一人１台端末の活用

○ 〇

27

合

計

外国語 英語コミュニケーションⅢ 3

〇 ○ ○ 1

〇 〇

「知識」
「英語の特徴やきまりに関する事項」を理解す
る。

「技能」
・「聞くこと」「読むこと」
話されたり書かれたりする文章等を聞いたり読
んだりして，その内容を捉える技能を身に付け
る。
・「話すこと［やり取り］」「話すこと［発表
］」「書くこと」
情報や考え，気持ちなどを，基本的な語句や文
を用いて話したり書いたりして表現したり伝え
合ったりするために必要な技能を身に付ける。

・「聞くこと」「読むこと」
必要な情報を読み取り，話し手や書き手の意図
を把握したり，概要や要点などを目的に応じて
捉えられる。
・「話すこと［やり取り］」「話すこと［発表
］」「書くこと」
情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意して
話したり書いたりして表現したり伝え合ったり
できる。

117

知

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関する語彙

を理解する。英語らしい発音を理解

し、聞き取る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　全体のパラグラフ構成を見通しな

がら、本文の内容が理解できる。ま

た本文に関連した英作文が書けるよ

うになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図

共通テスト対策

○ 〇 〇

定期考査

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，
自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅢ

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関する語彙

を理解する。英語らしい発音を理解

し、聞き取る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　全体のパラグラフ構成を見通しな

がら、本文の内容が理解できる。ま

た本文に関連した英作文が書けるよ

うになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図

〇 ○○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

外国語 英語コミュニケーションⅢ

１
学
期

・Cutting Edge（Orange）

  Lesson 1 ～ 4

・ELEMENT III

  Lesson 4

・一人１台端末の活用

○ ○〇

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関する語彙

を理解する。英語らしい発音を理解

し、聞き取る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　全体のパラグラフ構成を見通しな

がら、本文の内容が理解できる。ま

た本文に関連した英作文が書けるよ

うになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図

・Cutting Edge（Orange）

  Lesson 5 ～ 8

・ELEMENT III

  Lesson 6, Further Reading3

・一人１台端末の活用

定期考査

〇

【 知　識　及　び　技　能 】

評価規準

① 定期考査：中間・期末

② ドラゴンイングリッシュ基本英文

　 小テスト

③ Cutting Edge 単語テスト

④ 音読テスト

⑤ Essay Writing

⑥ 提出物等



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

18

合

計

1

〇

・「聞くこと」，「読むこと」
話されたり書かれたりする文章を聞いたり読ん
だりして，必要な情報を聞き取ったり読み取っ
たり，話し手や書き手の意図を把握したり，概
要や要点などを目的に応じて捉えることができ
る。
・「話すこと［やり取り］,「話すこと［発表］
」,「書くこと」
情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意して
話したり書いたりして表現したり伝え合ったり
できる。
・言語活動への取組に関して見通しを立てたり
振り返ったりして自らの学習を自覚的に捉える
ことができる。

〇

〇

〇

○○

13

1

13

○

〇

〇

〇

〇

○

78

論理・表現Ⅲ

① 授業態度・ 提出物等

○

○○ ○

○ ○

① 定期考査：中間・期末

② Write to the Point 授業ノート

③ Scramble 小テスト

④ 自己表現活動

⑤ Essay Writing

⑥ その他、提出物等

① 定期考査：中間・期末

② Write to the Point 授業ノート

③ Scramble 小テスト

④ 自己表現活動

⑤ Essay Writing

⑥ その他、提出物等

思

○

○

○

○

15

EARTHRISE III, Write to the Point, LISTENING TRIAL LEVEL 2.５, Scramble 英文法・語法トレーニング問題集

外国語

○○

○

・EARTHRISE

  Lesson 9 ～ 11

・Write to the Point【B問題】

  Lesson 13 ～ 18

・LISTENING TRIAL STAGE 2.5

  Lesson 13 ～ 20

・一人１台端末の活用

○ 〇

外国語 論理・表現Ⅲ 2

〇 ○ ○

〇

〇 ○○

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語
で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手のの意図などを的確に理解したり，これらを活用し
て適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

指導項目・内容

２
学
期

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関する語彙

を理解する。英語らしい発音を理解

し、聞き取る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　全体のパラグラフ構成を見通しな

がら、本文の内容が理解できる。ま

た本文に関連した英作文が書けるよ

うになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図

・EARTHRISE

  Lesson 7 ～ 9

・Write to the Point【B問題】

  Lesson 7 ～ 12

・LISTENING TRIAL STAGE 2.5

  Lesson 9 ～ 12

・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関する語彙

を理解する。英語らしい発音を理解

し、聞き取る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　全体のパラグラフ構成を見通しな

がら、本文の内容が理解できる。ま

た本文に関連した英作文が書けるよ

うになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図

共通テスト対策

○ 〇

○ 〇

定期考査
〇

領域

評価規準

① 定期考査：中間・期末

② Write to the Point 授業ノート

③ Scramble 小テスト

④ 自己表現活動

⑤ Essay Writing

⑥ その他、提出物等

① 定期考査：中間・期末

② Write to the Point 授業ノート

③ Scramble 小テスト

④ 自己表現活動

⑤ Essay Writing

⑥ その他、提出物等

【学びに向かう力、人間性等】

配
当
時
数

1

〇

○

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関する語彙

を理解する。英語らしい発音を理解

し、聞き取る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　全体のパラグラフ構成を見通しな

がら、本文の内容が理解できる。ま

た本文に関連した英作文が書けるよ

うになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図

・EARTHRISE

  Lesson 1 ～ 3

・Write to the Point【A問題】

  Lesson 16 ～ 18

・LISTENING TRIAL STAGE 2.5

  Lesson 1 ～ 4

・一人１台端末の活用

○ 〇 〇

外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，
読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて
適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

○

態

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，
自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

論理・表現Ⅲ

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関する語彙

を理解する。英語らしい発音を理解

し、聞き取る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　全体のパラグラフ構成を見通しな

がら、本文の内容が理解できる。ま

た本文に関連した英作文が書けるよ

うになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図

・EARTHRISE

  Lesson 4 ～ 6

・Write to the Point【B問題】

  Lesson 1 ～ 6

・LISTENING TRIAL STAGE 2.5

  Lesson 5 ～ 8

・一人１台端末の活用

定期考査

知

「知識」
「英語の特徴やきまりに関する事項」を理解す
る。

「技能」
・「聞くこと」「読むこと」
話されたり書かれたりする文章等を聞いたり読
んだりして，その内容を捉える技能を身に付け
る。
・「話すこと［やり取り］」「話すこと［発表
］」「書くこと」
情報や考え，気持ちなどを，基本的な語句や文
を用いて話したり書いたりして表現したり伝え
合ったりするために必要な技能を身に付ける。

【 知　識　及　び　技　能 】

〇

定期考査

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

〇 ○ 15〇

単元の具体的な指導目標

1〇

・「聞くこと」「読むこと」
必要な情報を読み取り，話し手や書き手の意図
を把握したり，概要や要点などを目的に応じて
捉えられる。
・「話すこと［やり取り］」「話すこと［発表
］」「書くこと」
情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意して
話したり書いたりして表現したり伝え合ったり
できる。

１
学
期

３
学
期

定期考査

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関する語彙

を理解する。英語らしい発音を理解

し、聞き取る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　全体のパラグラフ構成を見通しな

がら、本文の内容が理解できる。ま

た本文に関連した英作文が書けるよ

うになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

INTERESTING STORIES 1, INTERESTING STORIES 2,  スクランブル英文法・語法トレーニング問題集

78

知

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関する語彙

を理解する。英語らしい発音を理解

し、聞き取る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　全体のパラグラフ構成を見通しな

がら、本文の内容が理解できる。ま

た本文に関連した英作文が書けるよ

うになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図

共通テスト対策、私大対策

○ 〇 〇

定期考査

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

〇〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

① 定期考査：中間・期末

② Essay Writing

③ 授業内発表

④ その他、提出物等

① 定期考査：中間・期末

② Essay Writing

③ 授業内発表

④ その他、提出物等

１
学
期 【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関する語彙

を理解する。英語らしい発音を理解

し、聞き取る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　全体のパラグラフ構成を見通しな

がら、本文の内容が理解できる。ま

た本文に関連した英作文が書けるよ

うになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図

・INTERESTING STORIES１ L5～L8

・スクランブル英文法・語法

 トレーニング問題集 7章～13章

定期考査

〇

18

合

計

外国語 英語コミュニケーションⅡ発展 2

〇 ○ ○ 1

〇 〇

「知識」
「英語の特徴やきまりに関する事項」を理解す
る。

「技能」
・「聞くこと」「読むこと」
話されたり書かれたりする文章等を聞いたり読
んだりして，その内容を捉える技能を身に付け
る。
・「話すこと［やり取り］」「話すこと［発表
］」「書くこと」
情報や考え，気持ちなどを，基本的な語句や文
を用いて話したり書いたりして表現したり伝え
合ったりするために必要な技能を身に付ける。

・「聞くこと」「読むこと」
必要な情報を読み取り，話し手や書き手の意図
を把握したり，概要や要点などを目的に応じて
捉えられる。
・「話すこと［やり取り］」「話すこと［発表
］」「書くこと」
情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意して
話したり書いたりして表現したり伝え合ったり
できる。

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語
で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手のの意図などを的確に理解したり，これらを活用し
て適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，
自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅡ発展

〇

【 知　識　及　び　技　能 】

領域

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関する語彙

を理解する。英語らしい発音を理解

し、聞き取る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　全体のパラグラフ構成を見通しな

がら、本文の内容が理解できる。ま

た本文に関連した英作文が書けるよ

うになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図

・INTERESTING STORIES１ L1～L4

・スクランブル英文法・語法

 トレーニング問題集 1章～6章

○ 〇 〇

外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，
読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて
適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

○

○

思

○

○

○

○

態

３
学
期

定期考査
〇

定期考査

〇

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関する語彙

を理解する。英語らしい発音を理解

し、聞き取る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　全体のパラグラフ構成を見通しな

がら、本文の内容が理解できる。ま

た本文に関連した英作文が書けるよ

うになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図

・INTERESTING STORIES2 L5～L8

・スクランブル英文法・語法

 トレーニング問題集 18章～23章

○ 〇

２
学
期

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関する語彙

を理解する。英語らしい発音を理解

し、聞き取る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　全体のパラグラフ構成を見通しな

がら、本文の内容が理解できる。ま

た本文に関連した英作文が書けるよ

うになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図

・INTERESTING STORIES2 L1～L4

・スクランブル英文法・語法

 トレーニング問題集 14章～17章

○

○

○

1

15

○

① 授業態度・ 提出物等

① 定期考査：中間・期末

② Essay Writing

③ 授業内発表

④ その他、提出物等

① 定期考査：中間・期末

② Essay Writing

③ 授業内発表

④ その他、提出物等

15

○ 1

外国語 英語コミュニケーションⅡ発展

配
当
時
数

〇

〇

〇 〇

〇

・「聞くこと」，「読むこと」
話されたり書かれたりする文章を聞いたり読ん
だりして，必要な情報を聞き取ったり読み取っ
たり，話し手や書き手の意図を把握したり，概
要や要点などを目的に応じて捉えることができ
る。
・「話すこと［やり取り］,「話すこと［発表］
」,「書くこと」
情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意して
話したり書いたりして表現したり伝え合ったり
できる。
・言語活動への取組に関して見通しを立てたり
振り返ったりして自らの学習を自覚的に捉える
ことができる。

〇

〇

〇

○○

〇

13

1

13

○


